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第1章  環境監視調査結果 

1-1  環境監視成果の整理の考え方 

環境監視成果の整理においては、東京国際空港再拡張事業による影響を把握することを目的として、環境監視

計画（存在・供用時）に基づき実施された、水質、底質、水生動植物、陸生動植物、生態系（多摩川河口干潟）

等に関する供用後の調査結果に基づき、工事前（環境影響評価時）調査からの経年変化を含め、環境影響評価時

の現況調査結果、予測結果と供用後の監視結果を比較することで、新滑走路の建設による変化の有無を確認する

こととした。 

なお、経年変化の把握においては、以下に示すとおり、工事着工、護岸概成※、供用開始のそれぞれの時点

を踏まえて整理することとした。 

 

・工事前  ；環境影響評価時調査から平成19年3月までの期間 

・工事中  ；平成19年4月～平成22年9月までの期間 

・護岸概成  ；平成20年10月以降（詳細は以下のとおり） 

・供用後  ；平成22年10月以降 

 

＜※護岸概成について＞ 

 護岸概成とは、滑走路埋立部において工事用船舶の出入り用に一部、護岸開口部（３００ｍ）を残し、新捨石マウンドが概成、及び護岸上部にコンクリートブロックが設置された時点。 

 下図写真に示すとおり、埋立部の外周が概成している状態である。 

 

 

資料）「Ｄ-runway Ｎews Ｌetter 【No.６】」（H20.9.29） 

 

平成２０年９月１４日 

[護岸概成] 
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1-2  環境監視調査の実施状況 

東京国際空港再拡張事業に係る「存在・供用時」の環境監視として、新滑走路供用後の平成22年10月～平成

23年9月までの期間に実施した監視調査の実施状況を以下に示す。 

なお、4季（2季）調査を基本としている項目については、平成23年夏季の調査結果までを整理した。 

 

1） 流況調査 

流況に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-1に示すとおりである。 

流況の監視は、事業実施区域の周辺海域5地点で現地調査を行った。 

調査地点は、図 1-2-1に示すとおりである。 

 

表 1-2-1  流況に関する調査の概要 

区分 内容 
測定・調査項目 流向・流速、水温・塩分 

調査地点 5地点 

調査頻度 
2季調査（2回／年）を基本として実施。 

各季30昼夜の連続観測を実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

冬季調査：平成23年1月28日～2月26日 

夏季調査：平成23年8月13日～9月11日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：

凡例

森ヶ崎の鼻

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

葛西沖人工渚

城南大橋 St.18

0 1 2 3 4 5
km

羽田空港

St.4

St.D

St.3

St.1'

St.Y(旧観測櫓)

＜流況監視調査＞

：定点観測（5地点：St.1'､3､4､D､Y(旧観測櫓)）

 

図 1-2-1  流況調査地点 
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2） 水質調査（定期調査） 

定期的に実施する水質に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-2に示すとおりである。 

水質の監視は、事業実施区域の周辺海域16地点で現地調査を行った。 

調査地点は、図 1-2-2に示すとおりである。 

 

表 1-2-2  水質（定期調査）に関する調査の概要 

区分 内容 

測定・調査項目 

＜採水分析＞ 

pH、DO、COD、n-ヘキサン抽出物質、T-N、T-P、クロロフィルa、

塩分、SS、VSS、健康項目等 

＜機器観測＞ 

水温、塩分、透明度、pH、濁度、DO、クロロフィルa 

調査地点 16地点（健康項目等は3地点） 

調査頻度 4季調査（4回／年）を基本として実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年 11月17日 

冬季調査：平成23年  2月 8日 

春季調査：平成23年  5月23日 

夏季調査：平成23年  8月 3日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-2  水質（定期調査）調査地点 

St.31

お台場海浜公園

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

大師橋

三枚洲

葛西沖人工渚

城南大橋

森ヶ崎の鼻

St.18

凡例

0 1 2 3 4 5
km

St.②

St.④

St.2

St.①

St.5

St.8

St.10

St.12

St.18

St.Ⅰ

St.25

St.22

St.21

St.19

St.③

St.15

St.Y’

＜水質監視調査＞

：定点観測（目視・機器・採水調査）
　（16地点：St.2､5､8､10､12､15､18､19､21､22､25､Ⅰ､①､②､③､④）
　※健康項目はSt.10､18､②の3地点で実施

：常時観測（1地点：St.Y'）

事業実施区域
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3） 底質調査 

底質に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-3に示すとおりである。 

底質の監視は、事業実施区域の周辺海域25地点で現地調査を行った。 

調査地点は、図 1-2-3に示すとおりである。 

 

表 1-2-3  底質に関する調査の概要 

区分 内容 
測定・調査項目 粒度組成、COD、強熱減量、全硫化物、T-N、T-P 

調査地点 25地点 

調査頻度 4季調査（4回／年）を基本として実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年 11月17日 

冬季調査：平成23年 2月3日 

春季調査：平成23年 5月24日 

夏季調査：平成23年 8月23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

0 1 2 3 4 5
km

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

三枚洲

葛西沖人工渚

城南大橋

森ヶ崎の鼻

凡例 ：目視・採泥調査（25地点：St.2､3､5､6､8､9､10､12､15､16､18､19､21､22､25､Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　①､②､③､④､⑥､⑧､⑨､⑩､⑪）

＜底質・底生生物監視調査＞

St.②

St.④

St.2

St.①

St.⑥

St.3

St.5

St.6

St.8

St.9

St.10

St.12

St.16

St.18

St.⑧

St.⑪
St.⑩

St.⑨

St.Ⅱ

St.25

St.22

St.21

St.19

St.③

St.15

事業実施区域

 
図 1-2-3  底質・底生生物調査地点 
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4） 水生動植物調査 

水生動植物に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-4に示すとおりである。 

動・植物プランクトンは、事業実施区域の周辺海域 7 地点、底生生物は 25 地点（底質調査と同じ地点）、魚

卵・稚仔魚は7地点、魚介類は漁法により2～3地点、付着動・植物は1地点で現地調査を行った。 

調査地点は、図 1-2-4～図 1-2-6に示すとおりである。 

 

表 1-2-4  水生動植物に関する調査の概要 

区分 内容 
測定・調査項目 動物プランクトン、植物プランクトン、底生生物、魚卵・稚仔魚、魚介類、付着動物、付着植物 

調査地点 

①動・植物プランクトン :7地点   ②底生生物 :25地点（底質調査と同じ地点） 

③魚卵・稚仔魚 ：7地点  ④魚介類 ：2～3地点 

⑤付着動・植物 ：1地点 

調査頻度 
4季調査（4回／年）を基本として実施。ただし、魚卵・稚仔魚については 8回／年（3～6月、11～2

月の期間毎月実施） 

調査時期 

本報告では以下の結果を主として整理した。 

＜秋季調査＞①動・植物プランクトン ：平成22年 11月17日 

②底生生物 ：平成22年 11月24日 

④魚介類（底曳網） ：平成22年 11月25日 

 （刺 網） ：平成22年 11月18日～19日 

 （投 網） ：平成22年 11月22日 

⑤付着動・植物 ：平成22年 11月22日 

＜冬季調査＞①動・植物プランクトン ：平成23年 2月8日 

②底生生物 ：平成23年 2月3日 

④魚介類 （底曳網） ：平成23年 2月4日 

  （刺 網） ：平成23年 2日1日～2日 

 （投 網） ：平成23年 2月7日 

⑤付着動・植物 ：平成23年 2月7日 

＜春季調査＞①動・植物プランクトン ：平成23年 5月23日 

②底生生物 ：平成23年 5月24日 

④魚介類 （底曳網） ：平成23年 5月25日 

  （刺 網） ：平成23年 5月24日～25日 

 （投 網） ：平成23年 5月25日 

⑤付着動・植物 ：平成23年 5月25日 

＜夏季調査＞①動・植物プランクトン ：平成23年 8月3日 

②底生生物 ：平成23年 8月23日 

④魚介類 （底曳網） ：平成23年 8月18日 

  （刺 網） ：平成23年 8月18日～19日 

 （投 網） ：平成23年 8月5日 

⑤付着動・植物 ：平成23年 8月5日 

＜毎月調査＞③魚卵・稚仔魚（丸稚ネット）：平成22年11月17日、平成22年12月2日、平成23年 1月7,12

日、平成23年2月8日、平成22年3月1日、平成23年4月29日、

平成23年5月23日、平成23年 6月22日 
 

 

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川
荒川 中川 旧江戸川

風の塔

三枚洲

葛西沖人工渚

森ヶ崎の鼻

St.②

St.④

St.5

St.16

St.18

St.25

St.19

凡例 ：採取調査（7地点：St.5､16､18､19､25､②､④）

＜水生動植物（動・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚）監視調査＞

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

0 1 2 3 4 5
km

 

図 1-2-4  水生動植物（動・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚）調査地点 
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東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

凡例

0 1 2 3 4 5
km

注:底びきは網を2ﾉｯﾄで30分間ひくこととし、
　 St.2はこの地点を基点として現空港のＣ滑
   走路と平行方向に、St.15はこの地点を基
   点として計画滑走路と平行方向にひくこと
   とする。

：底曳網調査（3地点：St.2､15､25）
：刺網調査　（3地点：St.i､j､Ⅲ）
：投網調査　（2地点：St.④､⑥）

＜水生動植物（魚介類）監視調査＞

St.④

St.2

St.⑥

St.25

St.15

St.Ⅲ

St.j

St.i

 

図 1-2-5  水生動植物（魚介類）調査地点 
   

お台場海浜公園

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

St.h

0 1 2 3 4 5
km

凡例 ：採取調査（1地点：St.h）

＜水生動植物（付着動・植物）監視調査＞

 

図 1-2-6  水生動植物（付着動・植物）調査地点 
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5） 陸生動植物調査 

陸生動植物に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-5に示すとおりである。 

鳥類は、事業実施区域の周辺海域 5地点（1地点は夜間調査のみ）、植物（塩沼植物群落等）は多摩川河口域

（大師橋から河口部の干潟域中心）で現地調査を行った。 

調査地点、調査地域は、図 1-2-7に示すとおりである。 

 

表 1-2-5  陸生動植物に関する調査の概要 

区分 内容 
測定・調査項目 鳥類、植物（塩沼植物群落等） 

調査地点 
①鳥類 5地点 

②植物 多摩川河口域 

調査頻度 4季調査（4回／年）を基本として実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

＜秋季調査＞ 

①鳥類：平成22年9月24～25日 

・ St.1～St.4の4地点は9月24日11:00～9月25日11:00まで24時間 

・ St.5は9月24日17:00～9月25日7:00まで（夜間調査） 

②植物（塩沼植物群落等）：平成22年10月25日～26日 

＜冬季調査＞ 

①鳥類：平成23年1月18～19日 

・ St.1～St.4の4地点は1月18日10:00～1月19日9:00まで24時間 

・ St.5は1月18日17:00～1月19日7:00まで（夜間調査） 

②植物（塩沼植物群落等）：平成23年1月20日～21日 

＜春季調査＞ 

①鳥類：平成23年6月1～2日 

・ St.1～St.4の4地点は6月1日11:00～6月2日10:00まで24時間 

・ St.5は6月1日18:00～6月2日5:00まで（夜間調査） 

②植物（塩沼植物群落等）：平成23年5月16日、17日 

＜夏季調査＞ 

①鳥類：平成23年7月1日～2日 

・ St.1～St.4の4地点は7月1日11:00～7月2日10:00 まで24時間 

・ St.5は7月1日18:00～7月2日5:00まで（夜間調査） 

②植物（塩沼植物群落等）：平成23年 8月16日、17日、18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩川河口干潟

：塩沼植物群落等（調査範囲：多摩川河口干潟）

＜陸生動植物（鳥類、塩沼植物群落等）監視調査＞

お台場海浜公園

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

0 1 2 3 4 5
km

凡例

事業実施区域

St.2

St.4

St.1

St.5

St.3

：鳥類定点観察（5地点：St.1､2､3､4､5）

 

図 1-2-7  陸生動植物（鳥類、塩沼植物群落）調査地点 
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6） 多摩川河口干潟生態系調査 

多摩川河口干潟生態系に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-6に示すとおりである。 

多摩川河口干潟の全域を対象として、水質、底質、水生動物（底生生物、幼稚魚、魚介類）、陸生動植物（哺

乳類、鳥類、両生類・爬虫類、昆虫類、植物（塩沼植物群落等））のそれぞれについて以下のとおり調査を実施し

た。 

なお、植物（塩沼植物群落等）については「5）陸生動植物調査」に示すとおりである。 

調査地点、調査地域は、図 1-2-8に示すとおりである。 

 

表 1-2-6(1)  多摩川河口干潟生態系に関する調査の概要 

調査名 区分 内容 
水質調査 

測定・調査項目 

＜一般項目（機器による現地観測）＞ 

水温、塩分、透視度 

＜分析項目＞ 

pH、DO、BOD、SS、COD、T-N、T-P、NH4-N、NO3-N、NO2-N、PO4-P、

クロロフィルa 

調査地点 2地点 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年 10月26日 

冬季調査：平成23年 1月20日 

春季調査：平成23年 6月4日 

夏季調査：平成23年 8月17日 

底質調査 
測定・調査項目 

粒度組成、COD、強熱減量、全硫化物、T-N、T-P、酸化還元電

位、間隙水中の塩化物イオン 

調査地点 
秋季、冬季調査 21地点 

春季、夏季調査 15地点 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年 10月22日、23日、25日、26日 

冬季調査：平成23年 1月20日、21日、23日、24日 

春季調査：平成23年 6月1日、3日、4日 

夏季調査：平成23年 8月16日、17日、18日 

 

表 1-2-6(2)  多摩川河口干潟生態系に関する調査の概要 

調査名 区分 内容 
水生動物 

調査 
測定・調査項目 

底生生物（定点観測（採集分析）、ライン観測（ベルトトラン

セクト調査）、広域観察）、幼稚魚、魚介類 

調査地点 

＜底生生物＞ 

定点観測： 秋季、冬季21地点 

春季、夏季15地点 

ライン観測：5ライン 

広域観察： 河口干潟（右岸側）全域 

＜幼稚魚・魚介類＞ 

秋季、冬季2地点 

春季、夏季2地点 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

＜秋季調査＞ 

底生生物 ：平成22年 10月22日、23日、25日、26日 

幼稚魚（小型地曳網）、魚介類（投網）：平成22年 10月23日 

＜冬季調査＞ 

底生生物 ：平成23年 1月20日、21日、23日、24日 

幼稚魚（小型地曳網）、魚介類（投網）：平成23年 1月21日 

＜春季調査＞ 

底生生物 ：平成23年 6月1日、3日、4日 

幼稚魚（小型地曳網）、魚介類（投網）：平成23年 6月2日 

＜夏季調査＞ 

底生生物 ：平成23年 8月16日、17日、18日 

幼稚魚（小型地曳網）、魚介類（投網）：平成23年 8月19日 
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表 1-2-6(3)  多摩川河口干潟生態系に関する調査の概要 

調査名 区分 内容 
陸生動植物 

調査 
測定・調査項目 

哺乳類、鳥類、両生類・爬虫類、昆虫類、 

植物（塩沼植物群落等） 

調査地点 

＜哺乳類＞ 

6地点 

＜鳥類＞ 

定点観測：2点 

ラインセンサス：1測線 

＜両生類・爬虫類＞ 

6地点 

＜昆虫類＞ 

6地点（ベイトトラップ6地点、ライトトラップ2箇所） 

 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

＜秋季調査＞ 

鳥 類    ：平成22年 10月21日、22日 

哺乳類    ：平成22年 10月25日 

昆虫類    ：平成22年 10月25日、26日 

両生類・爬虫類：平成22年 10月25日、26日 

＜冬季調査＞ 

鳥 類    ：平成23年 1月23日、25日 

哺乳類    ：平成23年 1月24日 

＜春季調査＞ 

鳥 類    ：平成23年 5月18日 

哺乳類    ：平成23年 5月16日、17日 

昆虫類    ：平成23年 5月16日、17日 

両生類・爬虫類：平成23年 5月16日、17日 

＜夏季調査＞ 

鳥 類    ：平成23年 8月30日 

哺乳類    ：平成23年 8月29日、30日 

昆虫類    ：平成23年 8月29日、30日 

両生類・爬虫類：平成23年 8月29日、30日 

植物（塩沼植物等）に関する測定・調査項目、調査地点、調査頻度、調査時期のいずれ

も、「5) 陸生動植物調査」のとおり 

 

 

 

 

 

＜生態系（水質、底質、地形、水生動物、陸生動植物）監視調査＞

多摩川河口干潟

：多摩川河口干潟調査
　・水質2地点、底質15地点、地形測量3ﾗｲﾝ、水生動物(幼稚魚)2地点
　・水生動物(底生生物)15地点、ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ3ﾗｲﾝ、広域観察
　・陸生動物(哺乳類､両生類･爬虫類)目視観察6ｴﾘｱ
　・陸生動物(昆虫類)：目視観察6ｴﾘｱ､ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ2地点､ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ6地点
　・陸生動物(鳥類)：定点2地点、ﾗｲﾝ観察1ﾗｲﾝ
　・陸生植物は塩沼植物群落調査と兼ねる

お台場海浜公園
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川崎市
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羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）
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0 1 2 3 4 5
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図 1-2-8(1)  生態系（多摩川河口干潟生態系）調査地点 
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注）1.平成23年度春季調査以降の底質、底生生物調査は、St.1～3、St.10～21において実施されている。 

  2.平成23年度春季調査以降の地形測量調査は、Ln.a,d,eにおいて実施されている。 

 

図 1-2-8(2)  生態系（多摩川河口干潟生態系）調査地点 

 

ライトトラップ 

ベイトトラップ 
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7） 暗環境調査 

暗環境に関する監視調査の実施状況は、表 1-2-6に示すとおりである。 

新滑走路桟橋下部を対象として、水質、底質、付着生物、水中照度のそれぞれについて以下のとおり調査を

実施した。調査地点、調査地域は、図 1-2-9に示すとおりである。 
  

表 1-2-7  暗環境に関する調査の概要 

調査名 区分 内容 
水質調査 

測定・調査項目 

＜一般項目（機器による現地観測）＞ 

水温、塩分、透明度、pH、濁度、DO、クロロフィルa 

＜分析項目＞ 

塩分、SS、VSS、pH、DO、COD、n-ヘキサン抽出物質、T-N、T-P、

クロロフィルa 

調査地点 3地点 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年 11月26日 

冬季調査：平成23年 2月10日 

春季調査：平成23年 5月19日 

夏季調査：平成23年 8月24日 

底質調査 
測定・調査項目 

粒度組成、COD、強熱減量、全硫化物、T-N、T-P、酸化還元電位、

間隙水中の塩化物イオン 

調査地点 3地点 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年 11月26日 

冬季調査：平成23年 2月23日 

春季調査：平成23年 5月19日 

夏季調査：平成23年 8月24日 

付着生物 

調査 

測定・調査項目 生息・生育状況 

調査地点 3地点 

調査頻度 4季を基本として生物の生息状況等を考慮して実施。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年11月26日 

冬季調査：平成23年2月23日 

春季調査：平成23年5月19日 

夏季調査：平成23年8月24日 

水中照度 

調査 

測定・調査項目 水中照度 

調査地点 3地点 

調査頻度 4季を基本とする。 

調査時期 

本報告では以下の調査結果を主として整理した。 

秋季調査：平成22年11月26日 

冬季調査：平成23年2月23日 

春季調査：平成23年5月19日 

夏季調査：平成23年8月24日 

   

お台場海浜公園

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

0 1 2 3 4 5
km

凡例

＜暗環境（水質、底質、付着生物、水中照度）監視調査＞

：新設滑走路桟橋構造部分暗環境調査（d1,d2,d3）

事業実施区域

・水　質　　3地点
・底　質　　3地点
・付着生物　3地点
・水中照度　3地点

St.d1
St.d2

St.d3
St.12

St.18
St.15

：暗環境周辺海域地点　3地点（St.12,15,18）
 

図 1-2-9  暗環境（水質、底質、付着生物、水中照度）調査地点 
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1-3  環境監視成果の概要 

1-3-1  流況 

平成 22年度冬季（平成 23年 1～2月）及び平成 23年度夏季（平成 23年 7～8月）に、5地点で実施した流況

調査の結果は以下に示すとおりである。 

なお、冬季及び夏季における流れの状況を比較するために過年度（平成15年度、平成16年度、平成19年度、

平成20年度、平成21年度、平成22年度）の調査結果も併せて示した。 

 

1） 流向・流速頻度分布 

流向・流速の頻度分布について、季節別、調査層別に5ヵ年（冬季4ヵ年）の調査結果を比較した結果は、図 

1-3-1に示すとおりである。 

 

(1) 夏季調査 

平成23年度夏季の観測結果による流向の出現頻度は、St.4の上層と中層で南西と北東の流軸、St.1'の下層で

南東と北北西の流軸、St.Y（旧観測櫓）の中層と下層で東北東と西南西の流軸が卓越してみられた他、St.3の全

層で南西向き、St.D'の上層で北北東向き、St.Y（旧観測櫓）の上層で北東向きの流れの頻度が高くなっていた。 

流速の出現頻度は、St.4、St.D'及びSt.Y（旧観測櫓）では20cm/s以上の流速頻度が比較的高く、St.4、St.D'

の上層では40cm/s以上の値もみられたが、その他の地点では概ね20cm/s未満となっていた。 

 

工事前調査（平成16年度）と供用後調査（平成23年度）の状況について比較した結果、St.Y（旧観測櫓）（平

成16年度はSt.2）の流軸が時計回りに約45°回転する傾向がみられた。 

また、多摩川河口のSt.3の中層、下層において、平成16年度と比較して南西から南南西向きの流れの頻度が

増加する傾向がみられた。 

層別では、主に以下の点で変化がみられた。 

 

・上層：St.Y（旧観測櫓）において、平成16年度と比較して北及び北北東向きの流れの頻度が低下し、北東向

きの流れの頻度が増加していた。 

・中層：St.Y（旧観測櫓）において、平成16年度と比較して南および北北東向きの流れの頻度が低下し、西南

西および東北東向きの流れの頻度が増加していた。また、St.3において、平成 16年度と比較して南

南西向きの流れの頻度が増加していた。 

・下層：St.Y（旧観測櫓）において、平成16年度と比較して南および北向きの流れの頻度が低下し、西南西お

よび北東向きの流れの頻度が増加していた。また、St.3において、平成 16年度と比較して南西から

南南西向きの流れの頻度が増加していた。 

 

(2) 冬季調査 

平成 22年度冬季の観測結果による流向の出現頻度は、St.4の全層で南西と北東の流軸が卓越してみられた他、

St.D'の中層で北あるいは北北東向き、下層で北向き、St.Y（旧観測櫓）の中層と下層で北東向きの流れの頻度が

高くなっていた。St.1'では上層で南東向き、下層で北西向きの流れが卓越し、上下層で逆向きの傾向がみられ

た。 

流速の出現頻度は、St.4、St.D'及び St.Y（旧観測櫓）では 20cm/s以上の流速頻度が高くなり、St.4、St.D'

の中層では40cm/s以上の値もみられたが、その他の地点では概ね20cm/s未満となっていた。 

 

工事前調査（平成15年度）と供用後調査（平成22年度）の状況について比較した結果、St.Y（旧観測櫓）（平

成15年度はSt.2）で流軸が時計回りに約45°回転する傾向がみられた。 

層別では、主に以下の点で変化がみられた。 

 

・上層：St.Y（旧観測櫓）（平成 15年度は St.2）において、平成 15年度と比較して南南西から南向きの流れ

の頻度が低下し、北東向きの流れの頻度が増加していた。 

・中層：St.Y（旧観測櫓）において、平成15年度と比較して北及び北北東向きの流れの頻度が低下し、北東向

きの流れの頻度が増加していた。また、St.4においては、平成 15年度と比較して東北東向きの流れ

の頻度が低下し、北東向きの流れの頻度が増加する傾向がみられた。 

・下層：St.Y（旧観測櫓）において、平成15年度と比較して北北東向きの流れの頻度が低下し、北東向きの流

れの頻度が増加していた。 
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図 1-3-1(1)  流向・流速の頻度分布（夏季調査結果比較：上層） 

St.Y（旧観測櫓） 海面下 2ｍ 

備考）中央の数値は流速 0.0cm/s の 
出現頻度(%) 

注 1）St.D’は平成 19 年度冬季及び 
   平成 21 年度夏季以降実施 
 
注 2）平成 19 年度は護岸概成前の調査 

＜流況調査実施期間＞ 

H16 年度 ：H16.7 ～ H16.10 

H19 年度 ：H19.8.5 ～ H19.9.10 

H20 年度 ：H20.8.6 ～ H20.9.12 

H21 年度 ：H21.8.4 ～ H21.9.2 

H22 年度 ：H22.7.23 ～ H22.8.21 

H23 年度 ：H23.8.13 ～ H23.9.11 

St.D' 

 

St.D 

St.D 

St.D、D' 海面下 2ｍ St.1' 海面下 2ｍ 

St.3 海面下 2ｍ 

St.4 海面下 2ｍ 

St.D' 

 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 H22 年度 H23 年度 

H23 年度 H23 年度 

H23 年度 H23 年度 H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H21 年度 

H16 年度 

H16 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H21 年度 

H16 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 H16 年度 

St.2 

 

 

お台場海浜公園
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多摩川
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荒川 中川 旧江戸川

風の塔
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St.4

St.D
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km

観測櫓

St.D’

St.3

St.2 

St.Y(旧観測櫓) 
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図 1-3-1(2)  流向・流速の頻度分布（夏季調査結果比較：中層） 

St.Y（旧観測櫓） 海面下 10m 

備考）中央の数値は流速 0.0cm/s の 
出現頻度(%) 

注 1）St.D’は平成 19 年度冬季及び 
   平成 21 年度夏季以降実施 
 
注 2）平成 19 年度は護岸概成前の調査 

＜流況調査実施期間＞ 

H16 年度 ：H16.7 ～ H16.10 

H19 年度 ：H19.8.5 ～ H19.9.10 

H20 年度 ：H20.8.6 ～ H20.9.12 

H21 年度 ：H21.8.4 ～ H21.9.2 

H22 年度 ：H22.7.23 ～ H22.8.21 

H23 年度 ：H23.8.13 ～ H23.9.11 

St.D' 

 

St.D 

St.D 

St.D、D' 海面下 10m St.1' 海面下 6m 

St.3 海面下 5m 

St.4 海面下 11m 

St.D' 

 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 H22 年度 H23 年度 

H23 年度 H23 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H23 年度 H23 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H21 年度 

H16 年度 

H16 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H21 年度 

H16 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 H16 年度 

St.2 
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図 1-3-1(3)  流向・流速の頻度分布（夏季調査結果比較：下層） 

St.Y（旧観測櫓） 海底上 3ｍ 

備考）中央の数値は流速 0.0cm/s の 
出現頻度(%) 

注 1）St.D’は平成 19 年度冬季及び 
   平成 21 年度夏季以降実施 
 
注 2）平成 19 年度は護岸概成前の調査 

＜流況調査実施期間＞ 

H16 年度 ：H16.7 ～ H16.10 

H19 年度 ：H19.8.5 ～ H19.9.10 

H20 年度 ：H20.8.6 ～ H20.9.12 

H21 年度 ：H21.8.4 ～ H21.9.2 

H22 年度 ：H22.7.23 ～ H22.8.21 

H23 年度 ：H23.8.13 ～ H23.9.11 

St.D' 

 

St.D 

St.D 

St.D、D' 海底上 2ｍ St.1' 海底上 2ｍ 

St.3 海底上 2ｍ 

St.4 海底上 2ｍ 

St.D' 

 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 H22 年度 H23 年度 

H23 年度 H23 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H23 年度 H23 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H21 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H22 年度 

H16 年度 

H16 年度 

H16 年度 
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図 1-3-1(4)  流向・流速の頻度分布（冬季調査結果比較：上層） 

H22 年度 St.D' 

 

H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

備考）中央の数値は流速 0.0cm/s の 
出現頻度(%) 

注 1）St.D’は平成 19 年度冬季及び 
   平成 21 年度夏季以降実施 
 
注 2）平成 19 年度は護岸概成前の調査 

＜流況調査実施期間＞ 

H15 年度 ：H16.2 ～ H16.3 

H19 年度 ：H20.1.27 ～ H20.2.28 

H20 年度 ：H21.1.23 ～ H21.2.22 

H21 年度 ：H22.1.28 ～ H22.2.27  

H22 年度 ：H22.1.28 ～ H22.2.26 

St.Y（旧観測櫓） 海面下 2ｍ 

St.D' 

 

St.D 

St.D' 

St.D、D' 海面下 2ｍ 

St.1' 海面下 2ｍ 

St.3 海面下 2ｍ 

St.4 海面下 2ｍ 

H20 年度 

H19 年度 H21 年度 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 

H20 年度 

H19 年度 H21 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 

H15 年度 

H15 年度 

H15 年度 

H15 年度 

St.2 
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風の塔
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St.D

0 1 2 3 4 5
km

観測櫓

St.D’
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St.Y(旧観測櫓) 
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図 1-3-1(5)  流向・流速の頻度分布（冬季調査結果比較：中層） 

H22 年度 
St.D' 

 

H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

備考）中央の数値は流速 0.0cm/s の 
出現頻度(%) 

注 1）St.D’は平成 19 年度冬季及び 
   平成 21 年度夏季以降実施 
 
注 2）平成 19 年度は護岸概成前の調査 

＜流況調査実施期間＞ 

H15 年度 ：H16.2 ～ H16.3 

H19 年度 ：H20.1.27 ～ H20.2.28 

H20 年度 ：H21.1.23 ～ H21.2.22 

H21 年度 ：H22.1.28 ～ H22.2.27  

H22 年度 ：H22.1.28 ～ H22.2.26 

St.Y（旧観測櫓） 海底上 10m 

St.D' 

 

St.D 

St.D' 

St.D、D' 海底上 10m 

St.1' 海底上 6m 

St.3 海底上 5m 

St.4 海底上 11m 

H20 年度 

H19 年度 H21 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 

H20 年度 

H19 年度 H21 年度 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 

H15 年度 

H15 年度 

H15 年度 

H15 年度 

St.2 

 

 

お台場海浜公園

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

0 1 2 3 4 5
km

観測櫓

St.D’

St.3

St.2 

St.Y(旧観測櫓) 
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図 1-3-1(6)  流向・流速の頻度分布（冬季調査結果比較：下層） 

備考）中央の数値は流速 0.0cm/s の 
出現頻度(%) 

注 1）St.D’は平成 19 年度冬季及び 
   平成 21 年度夏季以降実施 
 
注 2）平成 19 年度は護岸概成前の調査 

＜流況調査実施期間＞ 

H15 年度 ：H16.2 ～ H16.3 

H19 年度 ：H20.1.27 ～ H20.2.28 

H20 年度 ：H21.1.23 ～ H21.2.22 

H21 年度 ：H22.1.28 ～ H22.2.27 

H22 年度 ：H22.1.28 ～ H22.2.26 

St.Y（旧観測櫓） 海底上 3ｍ 

St.D' 

 

St.D 

St.D' 

St.D、D' 海底上 2ｍ 

St.1' 海底上 2ｍ 

St.3 海底上 2ｍ 

St.4 海底上 2ｍ 

H20 年度 H19 年度 

H22 年度 H21 年度 

H22 年度 
St.D' 

 H21 年度 H20 年度 H19 年度 H22 年度 

H20 年度 H19 年度 

H22 年度 H21 年度 

H21 年度 H20 年度 H19 年度 H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

H22 年度 

H15 年度 

H21 年度 

H20 年度 

H19 年度 

H15 年度 

H15 年度 

H15 年度 

St.2 

 

 

お台場海浜公園

東京都
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浦安市
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風の塔
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St.D

0 1 2 3 4 5
km

観測櫓

St.D’
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St.Y(旧観測櫓) 
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2） 潮流及び平均流ベクトルの分布状況 

(1) 平均大潮期流況ベクトルの分布状況 

① 夏季調査 

平均大潮期潮流ベクトルの分布状況について、季節別、調査層別に比較した結果は、図 1-3-2(1)に示す

とおりである。 

 

平成 23 年度夏季の全体的な傾向は、満潮時と干潮時は流速が比較的遅く、満潮時と下げ潮時は湾口に向

かう流れ、干潮時と上げ潮時は湾奥に向かう流れであった。上げ潮時の St.4、St.Y（旧観測櫓）、St.D'の上

層と中層では湾奥へ向かう比較的速い流れがみられた。 

平成 23年度夏季の状況について工事前調査（平成 16年度夏季）と比較すると、満潮時及び干潮時に顕著

な変化はみられなかった。 

下げ潮時については、St.Y（旧観測櫓）で、全層の流向が桟橋部に向かう方向に変化する傾向がみられた。

また、St.3では全層の流向が南よりに変化する傾向がみられた。 

上げ潮時については、St.Y（旧観測櫓）で全層の流向が護岸に沿う方向に変化する傾向がみられた。 

 

② 冬季調査 

平均大潮期潮流ベクトルの分布状況について、季節別、調査層別に比較した結果は、図 1-3-2(2)に示す

とおりである。 

 

平成 22 年度冬季の全体的な傾向は、満潮時は流速が比較的遅く、満潮時と下げ潮時は湾口に向かう流れ、

干潮時と上げ潮時は湾奥に向かう流れであった。下げ潮時の上層の流れが中層、下層より強い傾向と、上げ

潮時の中層の流れが上層、下層より強い傾向がみられた。 

平成 22年度冬季の状況について工事前調査（平成 15年度冬季）と比較すると、満潮時及び干潮時に顕著

な変化はみられなかった。 

下げ潮時については、夏季と同様に St.Y（旧観測櫓）で、全層の流向が桟橋部に沿うあるいは向かう方向

に変化する傾向がみられた。また、St.3では全層の流向が南よりに変化する傾向がみられた。 

上げ潮時についても夏季と同様に、St.Y（旧観測櫓）で全層の流向が護岸に沿う方向に変化する傾向がみ

られた。 

 

 

 

 

(2) 平均流ベクトルの分布状況 

① 夏季調査 

平均流ベクトルの分布状況について、季節別、調査層別に比較した結果は、図 1-3-2(1)に示すとおりで

ある。 

 

平成 23年度夏季の平均流をみると、St.Y（旧観測櫓）、St.D'の上層では北東向きの比較的速い流れがみら

れた。St.3は全層で南西向きの比較的遅い流れになっていた。 

平成 23年度夏季の状況について工事前調査（平成 16年度夏季）と比較すると、上層では St.Y（旧観測櫓）

の流速が増加し、St.4の流速が低下していた。中層と下層では St.Y（旧観測櫓）の流向が南から北向きに変

化していた。 

 

 

② 冬季調査 

平均流ベクトルの分布状況について、季節別、調査層別に比較した結果は、図 1-3-2(2)に示すとおりで

ある。 

 

平成22年度冬季の平均流をみると、中層と下層では北向きの流れになる傾向がみられた。流速はSt.D'の

中層、下層において比較的速かった。 

平成 22年度冬季の状況について工事前調査（平成 15年度冬季）と比較すると、上層では St.4と St.Y（旧

観測櫓）の流向が南向きから北向きに変化し、St.Y（旧観測櫓）の流速が低下していた。中層では St.4、St.Y

（旧観測櫓）の流速が増加していた。下層では顕著な変化はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

＜平均大潮期流況ベクトル＞ 

30 昼夜における流況観測に基づく潮流の調和分解結果から、Ｍ2分潮とＳ2分潮と平均流を合成した流れの状況について

ベクトルで示した。 

なお、潮時については東京（晴海）の潮位を基準として、満潮時、干潮時とその中間を下げ潮時、上げ潮時として、こ

の４潮時における状況を示した。 

＜平均流＞ 

流況の観測結果を調和分解すると、多くの分潮流のほかに定数項が現れる。これが平均流を表しており、恒流とよばれ

る。（「沿岸の海洋物理学」（宇野木早苗著）より） 
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図 1-3-2(1)  平均大潮期流況及び平均流ベクトルの分布状況（夏季調査） 

下層 

中層 満潮時 下げ潮時 干潮時 上げ潮時 平均流 

満潮時 下げ潮時 干潮時 上げ潮時 平均流 

注）「下げ潮時」は満潮時から 3 時間後の状況を、「上げ潮時」は干潮時から 3 時間後の状況を示した。 

上層 満潮時 下げ潮時 干潮時 上げ潮時 平均流 

羽田空港

多摩川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

観測櫓

St.D’

St.3

注）St.D'は平成19年度冬季、平成21年度夏季以降実施

St.Y(旧観測櫓) 
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図 1-3-2(2)  平均大潮期流況及び平均流ベクトルの分布状況（冬季調査） 

 

下層 

中層 満潮時 下げ潮時 干潮時 上げ潮時 平均流 

満潮時 下げ潮時 干潮時 上げ潮時 平均流 

注）「下げ潮時」は満潮時から 3 時間後の状況を、「上げ潮時」は干潮時から 3 時間後の状況を示した。 

上層 満潮時 下げ潮時 干潮時 上げ潮時 平均流 

羽田空港

多摩川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

観測櫓

St.D’

St.3

注）St.D'は平成19年度冬季、平成21年度夏季以降実施

St.Y(旧観測櫓) 
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1-3-2  定期水質調査 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季に16地点で実施した調査結果について以下のとおり整

理した。 

なお、調査結果については、これまでと同様、図 1-3-3に示す 4水域（a水域 4地点、b水域 4地点、c

水域 4地点、d水域 4地点）別の変化傾向等について整理した。 

また、底質及び底生生物についても水質と同様の水域区分での検討を行うこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-3  水質調査における水域区分と地点配置 

＜水域区分について＞ 

 各水域の区分は、工事前調査の結果による水質の分布状況等を参考として、以下に示す４水域に区分した。 

工事前調査の結果に基づく各エリアの環境特性は以下のとおりである。 

 

・a水域（羽田空港近傍の海域） 

羽田空港近傍に位置する調査地点をまとめた水域で、新設滑走路の存在による影響を受けやすい海域で

ある。羽田空港東側の造成浅場付近及び新設滑走路南側近傍の水域であり、水質変化、底質の粒度等も多

様な水域である。 

 

・ｂ水域（羽田空港北東側の海域） 

羽田空港北東側に位置する調査地点をまとめた水域で、隅田川、荒川等の東京港奥部の影響を受けやす

い海域である。東京港奥部の影響や隅田川、荒川の影響による水温、塩分の変化も比較的大きく、窒素や

リンといった栄養塩濃度も比較的高い値を示す海域である。羽田空港造成浅場付近から東京港第一航路付

近までを含む水域であることから、水深は浅いところから深いところまで多様であり、底質の粒度等も多

様な水域である。 

 

・ｃ水域（新設滑走路の沖側海域） 

 新設滑走路の東側から南東側（浦安沖から川崎沖にかけて）沖合に位置する地点をまとめた水域で、エリ

アが広いが、多摩川からの影響と隅田川、荒川等東京港奥部の影響が混ざり合う水域であり、水深は深く一

様で、夏季には下層で貧酸素がみられる水域である。また、底質はシルト・粘土分の割合が 100％近く、底

質の有機物含有量等も高い水域である。 

 

・ｄ水域（多摩川内の水域） 

 多摩川の河川内及びその近傍に位置する調査地点をまとめた水域で、多摩川の影響を最も受けやすい水域

であり、水温、塩分の変化が大きく、窒素やリンといった栄養濃度が高い水域である。底質は多摩川の影響

により地点による粒度の違いが大きいが、a 水域、b 水域に比べ比較的良好な状況（有機物等の含有量が少

ない）となっている。 

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

0 1 2 3 4 5
km

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

三枚洲

葛西沖人工渚

森ヶ崎の鼻

凡例 ：水質調査（環境監視調査）

St.②

St.④

St.2

St.①

St.5

St.8

St.10

St.12

St.18

St.25

St.22

St.21

St.19

St.③

St.15

St.Ⅰ

ｃ水域

d水域 a水域

b水域
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1） ｐＨ 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、「a 水域」のｐＨは上層で 7.7

～8.5、中層で 7.9～8.5、下層で 7.8～8.4、「b水域」は上層で 7.7～8.5、中層で 7.9～8.6、下層で 7.8

～8.4、「c水域」は上層で 7.9～8.6、中層で 8.0～8.5、下層で 7.8～8.4、「d水域」は上層で 7.4～8.4、

下層で 7.4～8.4の値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-1 に示すとおりであり、各水域、各層ともに、ほぼ

工事前調査の変動の範囲内であった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-4 に示すとおりであり、過去の調査結果も含めた季節変動は

秋季及び冬季に低く、春季及び夏季に高くなる傾向がみられる。 

 

 

表 1-3-1  水質監視調査結果の比較（pH） 

         単位：－ 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 7.8～9.0 7.7～8.5 

中層 7.9～8.3 7.9～8.5 

下層 7.6～8.2 7.8～8.4 

b水域 上層 7.6～8.8 7.7～8.5 

中層 7.8～8.5 7.9～8.6 

下層 7.7～8.3 7.8～8.4 

c水域 上層 7.9～8.9 7.9～8.6 

中層 7.9～8.6 8.0～8.5 

下層 7.6～8.2 7.8～8.4 

d水域 上層 7.3～8.3 7.4～8.4 

下層 7.3～8.3 7.4～8.4 
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図 1-3-4  水質(pH)調査結果 
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2） ＤＯ 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、「a 水域」のＤＯは上層で 7.2～

11.1mg/L、中層で 2.1～10.9mg/L、下層で 1.1～10.2mg/L、「b水域」は上層で 6.2～13.1mg/L、中層で 1.4～

10.9mg/L、下層で 1.3～10.3mg/L、、「c水域」は上層で 7.8～11.0mg/L、中層で 5.2～10.8mg/L、下層で 1.3

～10.5mg/L、「d水域」は上層で5.2～10.8mg/L、下層で3.3～10.1mg/Lの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-2に示すとおりであり、上層、中層、下層ともに工事前と

比較して著しい値の変化はみられなかった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-5 に示すとおりであり、過去の調査結果も含めた季節変動は、夏

季に低く冬季に高い値を示す傾向がみられ、特に夏季の下層及び中層では、貧酸素水塊の影響で非常に低い

値を示す場合もみられる。 

 

 

表 1-3-2  水質監視調査結果の比較（DO） 

単位：mg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 4.8～12.9 7.2～11.1 

中層 0.7～9.7 2.1～10.9 

下層 0.5～8.6 1.1～10.2 

b水域 上層 5.2～15.0 6.2～13.1 

中層 0.5～10.6 1.4～10.9 

下層 0.5～10.5 1.3～10.3 

c水域 上層 6.2～11.9 7.8～11.0 

中層 3.1～11.2 5.2～10.8 

下層 0.5～9.7 1.3～10.5 

d水域 上層 3.6～10.0 5.2～10.8 

下層 3.0～9.9 3.3～10.1 
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図 1-3-5  水質(DO)調査結果 
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3） ＣＯＤ 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、「a 水域」のＣＯＤは上層で 3.2～

4.5mg/L、中層で2.0～4.4mg/L、下層で0.7～3.4mg/L、「b水域」は上層で3.3～5.0mg/L、中層で1.7～3.9mg/L、

下層で 1.1～3.5mg/L、「c 水域」は上層で 2.3～4.1mg/L、中層で 2.6～3.8mg/L、下層で 0.5～2.6mg/L、「d

水域」は上層で 2.9～5.4mg/L、下層で3.1～4.4mg/Lの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-3 に示すとおりであり、各水域、各層ともに、工事前調

査の変動の範囲内であった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-6 に示すとおりであり、過去の調査結果も含めた季節変動は秋季

及び冬季に低く、春季及び夏季に高い値を示す傾向がみられる。 

 

 

 

表 1-3-3  水質監視調査結果の比較（COD） 

単位：mg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 1.4～8.2 3.2～4.5 

中層 1.2～4.7 2.0～4.4 

下層 0.5～3.8 0.7～3.4 

b水域 上層 1.8～8.0 3.3～5.0 

中層 1.0～5.7 1.7～3.9 

下層 0.5～6.3 1.1～3.5 

c水域 上層 1.2～7.2 2.3～4.1 

中層 0.9～5.1 2.6～3.8 

下層 0.5～3.0 0.5～2.6 

d水域 上層 1.8～5.4 2.9～5.4 

下層 1.9～5.5 3.1～4.4 
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図 1-3-6  水質(COD)調査結果 
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4） ｎ－ヘキサン抽出物質 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査において、ｎ－ヘキサン抽出物質は、いずれの

水域、いずれの層においても 0.5mg/L未満であった。 

なお、過去の工事前調査と比較した結果は表 1-3-4に示すとおりであり、工事前、供用後ともにすべての層、

水域において 0.5mg/L未満となっていた。 

 

 

 

表 1-3-4  水質監視調査結果の比較（n-ヘキサン抽出物質） 

単位：mg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 <0.5 <0.5 

中層 <0.5 <0.5 

下層 <0.5 <0.5 

b水域 上層 <0.5 <0.5 

中層 <0.5 <0.5 

下層 <0.5 <0.5 

c水域 上層 <0.5 <0.5 

中層 <0.5 <0.5 

下層 <0.5 <0.5 

d水域 上層 <0.5 <0.5 

下層 <0.5 <0.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5） Ｔ－Ｎ 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、「a 水域」のＴ－Ｎは、上層で 0.9

～3.2mg/L、中層で 0.9～2.5mg/L、下層で 0.4～0.9mg/L、「b 水域」は上層で 1.0～3.8mg/L、中層で 0.7～

2.9mg/L、下層で0.5～1.3mg/L、「c水域」は上層で0.5～3.0mg/L、中層で0.6～1.2mg/L、下層で0.3～0.8mg/L、

「d水域」は上層で1.0～6.8mg/L、下層で0.9～4.5mg/Lの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-4、図 1-3-7 に示すとおりであり、各水域、各層ともに、

概ね工事前調査の変動の範囲内であった。 

 

 

 

表 1-3-5  水質監視調査結果の比較（T-N） 

単位：mg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 0.8～3.8 0.9～3.2 

中層 0.5～1.7 0.9～2.5 

下層 0.3～1.0 0.4～0.9 

b水域 上層 1.0～5.7 1.0～3.8 

中層 0.5～2.2 0.7～2.9 

下層 0.4～1.7 0.5～1.3 

c水域 上層 0.7～3.7 0.5～3.0 

中層 0.4～1.9 0.6～1.2 

下層 0.3～0.8 0.3～0.8 

d水域 上層 1.1～7.4 1.0～6.8 

下層 0.9～5.1 0.9～4.5 
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図 1-3-7  水質(T-N)調査結果 
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6） Ｔ－Ｐ 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査において、「a水域」のＴ－Ｐは、上層で0.06

～0.22mg/L、中層で 0.06～0.20mg/L、下層で 0.04～0.13mg/L、「b 水域」は上層で 0.06～0.31mg/L、中層で

0.05～0.18mg/L、下層で 0.04～0.16mg/L、「c 水域」は上層で 0.04～0.18mg/L、中層で 0.04～0.09mg/L、下

層で0.03～0.11mg/L、「d水域」は上層で0.08～0.40mg/L、下層で0.07～0.27mg/Lの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-5、図 1-3-8 に示すとおりであり、各水域、各層ともに、

概ね工事前調査の変動の範囲内であった。 

 

 

 

表 1-3-6  水質監視調査結果の比較（T-P） 

単位：mg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 0.07～0.36 0.06～0.22 

中層 0.03～0.17 0.06～0.20 

下層 0.04～0.19 0.04～0.13 

b水域 上層 0.07～0.67 0.06～0.31 

中層 0.03～0.23 0.05～0.18 

下層 0.03～0.22 0.04～0.16 

c水域 上層 0.02～0.22 0.04～0.18 

中層 0.02～0.14 0.04～0.09 

下層 0.03～0.19 0.03～0.11 

d水域 上層 0.07～0.45 0.08～0.40 

下層 0.06～0.36 0.07～0.27 
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図 1-3-8  水質(T-P)調査結果 
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7） 濁度 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査において、「a水域」の濁度は、上層で0.8～7.5

度、中層で<0.1～7.7 度、下層で<0.1～6.3 度、「b 水域」は上層で 1.3～9.5 度、中層で<0.1～5.5 度、下層

で<0.1～9.3度、「c水域」は上層で0.6～5.2度、中層で<0.1～5.1度、下層で<0.1～4.7度、「d水域」は上

層で0.2～5.9度、下層で<0.1～6.3度の値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-6、図 1-3-9 に示すとおりであり、多くの水域、層で供

用後に低い地点がみられるが、濁度が高い地点については、全ての水域、層で、工事前調査の変動の範囲内

で推移していた。 

 

 

 

表 1-3-7  水質監視調査結果の比較（濁度） 

単位：度 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 1.4～26.4 0.8～7.5 

中層 0.8～12.0 <0.1～7.7 

下層 1.2～10.1 <0.1～6.3 

b水域 上層 1.1～22.8 1.3～9.5 

中層 0.9～18.2 <0.1～5.5 

下層 0.8～16.9 <0.1～9.3 

c水域 上層 1.4～22.7 0.6～5.2 

中層 0.8～13.7 <0.1～5.1 

下層 0.8～4.7 <0.1～4.7 

d水域 上層 7.9～14.3 0.2～5.9 

下層 7.8～21.8 <0.1～6.3 
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図 1-3-9  水質(濁度)調査結果 
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8） ＳＳ 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査において、「a水域」のＳＳは上層で<1～4mg/L、

中層で<1～4mg/L、下層で<1～5mg/L、「b 水域」は上層で<1～7mg/L、中層で<1～5mg/L、下層で<1～10mg/L、

「c 水域」は上層で<1～3mg/L、中層で<1～3mg/L、下層で<1～3mg/L、「d 水域」は上層で<1～4mg/L、下層で

<1～5mg/Lの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-7、図 1-3-10 に示すとおりであり、いずれの水域におい

ても過去の調査結果の変動の幅に含まれる値を示した。 

 

 

表 1-3-8  水質監視調査結果の比較（SS） 

単位：mg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 1～15 <1～4 

中層 1～6 <1～4 

下層 1～16 <1～5 

b水域 上層 1～19 <1～7 

中層 1～8 <1～5 

下層 1～13 <1～10 

c水域 上層 1～15 <1～3 

中層 1～6 <1～3 

下層 1～5 <1～3 

d水域 上層 1～56 <1～4 

下層 2～58 <1～5 
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図 1-3-10  水質(SS)調査結果 
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9） クロロフィルａ 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査において、「a水域」のクロロフィルａは上層

で 5～57μg/L、中層で6～35g/L、下層で2～27μg/L、「b水域」は上層で 7～73μg/L、中層で4～30μg/L、

下層で 1～29μg/L、「c 水域」は上層で 12～43μg/L、中層で 11～33μg/L、下層で 1～12μg/L、「d 水域」

は上層で1～24μg/L、下層で1～24μg/Lの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-8、図 1-3-11 に示すとおりであり、いずれの水域におい

ても過去の調査結果の変動の幅に含まれる値を示した。 

 

 

表 1-3-9  水質監視調査結果の比較（ｸﾛﾛﾌｨﾙ a） 

単位：μg/L 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 2～211 5～57 

中層 3～47 6～35 

下層 2～17 2～27 

b水域 上層 2～172 7～73 

中層 2～90 4～30 

下層 1～85 1～29 

c水域 上層 3～111 12～43 

中層 3～51 11～33 

下層 1～16 1～12 

d水域 上層 1～61 1～24 

下層 1～51 1～24 
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図 1-3-11  水質(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a)調査結果 
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10） 塩分 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査において、機器観測による「a水域」の塩分は上層

で 11.78～30.70、中層で 23.39～30.70、下層で 30.40～33.15、「b水域」は上層で 12.48～31.20、中層で 26.60

～31.20、下層で26.60～32.59、「c水域」は上層で10.87～31.60、中層で26.02～31.70、下層で31.50～33.56、

「d水域」は上層で2.00～31.50、下層で4.66～31.70の値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は図 1-3-14に示すとおりであり、全水域において平成23年度夏季の上

層で低くなる地点がみられた。 

低い値がみられたd水域及び多摩川河口部に位置する地点については、河川水による影響が考えられる。 

また、調査時（平成23年夏季調査）において低い値がみられた地点について、水温・塩分の鉛直観測結果を確認

したところ、図 1-3-13 に示すとおり鉛直勾配が大きく、夏季の気温上昇による成層構造が形成されていた。平成

23年度夏季調査時の潮位記録によると、下げ潮時から干潮時における調査であったことから、海域における地点（a

～c水域の地点）での塩分低下についても、河川水による影響であったと考えられる。 

 

 

表 1-3-10  水質監視調査結果の比較（塩分） 

単位：－ 

水域 層 工事前 供用後 

a水域 上層 23.21～30.24 11.78～30.70 

中層 － 23.39～30.70 

下層 31.97～33.96 30.40～33.15 

b水域 上層 20.99～30.04 12.48～31.20 

中層 － 26.60～31.20 

下層 30.37～33.67 26.60～32.59 

c水域 上層 19.41～32.09 10.87～31.60 

中層 － 26.02～31.70 

下層 32.84～34.21 31.50～33.56 

d水域 上層 8.49～30.15 2.00～31.50 

下層 22.01～30.32 4.66～31.70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）気象庁ホームページ（潮位表：東京） 

図 1-3-12  平成23年度夏季調査時の潮位 
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図 1-3-13  水質(水温・塩分)鉛直観測結果 
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図 1-3-14  水質(塩分)調査結果 
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11） 全亜鉛 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において実施した全亜鉛の分析結果は、表 1-3-10

に示すとおりである。 

「a 水域」の全亜鉛は上層で 0.003～0.007 mg/L、中層で 0.003～0.012 mg/L、下層で 0.001～0.009 mg/L、「b

水域」は上層で0.003～0.028 mg/L、中層で0.002～0.014 mg/L、下層で0.002～0.008 mg/L、「c水域」は上層で

0.002～0.009 mg/L、中層で0.002～0.027 mg/L、下層で0.002～0.015 mg/L、「d水域」は上層で0.003～0.014 mg/L、

下層で0.002～0.018 mg/Lの値を示した。 

施工前調査では全亜鉛を調査していないため、各水域、各層での年平均値を環境基準と比較すると、全ての水域、

層において環境基準を満足する結果であった。 

 

 

表 1-3-11  水質監視調査結果の比較（全亜鉛） 

単位：mg/L 

水域 層 分析値 年平均値 環境基準 

a水域 上層 0.003～0.007 0.005 

0.02 mg/L（環境基準類型（海域） 

：生物Ａ） 

中層 0.003～0.012 0.005 

下層 0.001～0.009 0.004 

b水域 上層 0.003～0.028 0.007 

中層 0.002～0.014 0.007 

下層 0.002～0.008 0.005 

c水域 上層 0.002～0.009 0.005 

中層 0.002～0.027 0.006 

下層 0.002～0.015 0.004 

d水域 上層 0.003～0.014 0.009 0.03mg/L（環境基準類型（河川及

び湖沼）：生物Ｂ） 下層 0.002～0.018 0.008 

注）年平均値は、平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季における調査結果の平均値である。 
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12） ダイオキシン・健康項目 

夏季に実施したダイオキシン類、健康項目の分析結果は、表 1-3-12に示すとおりである。 

多摩川河口部の St.②において、ほう素が環境基準値を上回っているのを除き、他の項目はいずれも環境基準を

満足する結果であった。 

 

なお、健康項目のうち「ふっ素」及び「ほう素」は、海域においては適用外の項目であるが、多摩川河口部は、

淡水と海水が混合する汽水域であることから、汽水域における環境基準の適用について『汽水域等における「ふっ

素」及び「ほう素」濃度への海水の影響程度の把握方法について（平成11年3月12日 環水企89-2・環水管68-2）』

に基づき検討した。 

 

『汽水域等における「ふっ素」及び「ほう素」濃度への海水の影響程度の把握方法について（平成 11年 3月 12

日 環水企89-2・環水管68-2）』によると、「ふっ素」及び「ほう素」が汽水域で環境基準を超えた場合、その原

因が海水の影響であるかどうかの判断基準として、「海水混入率（塩分濃度）」の考え方が示されている。 

「ふっ素」及び「ほう素」が環境基準を超過した場合、下表の数値を上回る海水が混入していた場合には、海水

の影響により基準値を超えたものだと判断できる。 

 

表 1-3-12  海水の影響によりふっ素及びほう素の濃度が環境基準値を超えると想定される海水混入率及び塩分濃度 

項目 海水混入率(％) 塩分濃度(‰) 

ふっ素 53.33 18.67 

ほう素 22.22 7.778 

出典：『汽水域等における「ふっ素」及び「ほう素」濃度への海水の影響程度の把握方法について

（平成11年3月12日 環水企89-2・環水管68-2）』 

 

平成 22年 8月調査において「ほう素」が環境基準を超過した St.②における塩分は、上層 10.00、下層 19.91、

上下層平均 14.96 である。表 1-3-11に示す値と比較すると、上層、下層、上下層平均のいずれも「ほう素」の塩

分濃度（7.778）を上回る値を示していることから、今回の調査において「ほう素」が環境基準を超過した要因は、

海水の影響によるものと判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-3-13  ダイオキシン類・健康項目分析結果 

項目 単位 
地  点 

環境基準 
Ｓｔ.10 Ｓｔ.18 Ｓｔ.② 

アルキル水銀   mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 

総水銀   mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

カドミウム   mg/L <0.001 <0.001 <0.001 0.003mg/L以下 

鉛   mg/L 0.001 0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

六価クロム   mg/L <0.01 <0.01 <0.01 0.05mg/L以下 

砒素   mg/L 0.001 0.001 0.001 0.01mg/L以下 

全シアン   mg/L <0.01 <0.01 <0.01 検出されないこと 

PCB   mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ   mg/L < 0.003 < 0.003 < 0.003 0.03mg/L以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ   mg/L < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01mg/L以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ   mg/L < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.02mg/L以下 

四塩化炭素   mg/L < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 0.002mg/L以下 

1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ   mg/L < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004 0.004mg/L以下 

1.1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ   mg/L < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.1mg/L以下 

ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L < 0.004 < 0.004 < 0.004 0.04mg/L以下 

1.1.1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ   mg/L < 0.005 < 0.005 < 0.005 1mg/L以下 

1.1.2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ   mg/L < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006 0.006mg/L以下 

1.3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 0.002mg/L以下 

ベンゼン   mg/L < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01mg/L以下 

チウラム   mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006mg/L以下 

シマジン   mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

チオベンカルブ   mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.02mg/L以下 

セレン   mg/L <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ほう素   mg/L - - 1.6 1mg/L以下 

ふっ素   mg/L - - 0.51 0.8mg/L以下 

硝酸性窒素 

および 

亜硝酸性窒素 

上層 mg/L - - - 

10mg/L以下 中層 mg/L - -  - 

下層 mg/L - - - 

ダイオキシン類   pg-TEQ/L 0.073 0.064 0.11 1pg-TEQ/L以下 

注）「ほう素」、「ふっ素」の環境基準値は、海域においては適用されない。 
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1-3-3  底質 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査について、25地点における調査結果について以下の

とおり整理した。 

なお、調査結果については、水質と同様、図 1-3-15に示す4水域（a水域5地点、b水域6地点、c水域5地点、

d水域9地点）別の変化傾向等について整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-15  底質調査における水域区分と地点配置 
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1） シルト・粘土分 

粒度組成の分析結果のうち、シルト分と粘土分の割合について整理した。 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、シルト・粘土分は「a 水域」で 10.6～

98.5％、「b水域」で26.6～99.0％、「c水域」で87.9～99.5％、「d水域」で1.3～86.3％の値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-13、図 1-3-16に示すとおりであり、「a水域」の平成22年度

秋季、冬季、「d水域」の平成23年度春季において過去の調査結果に比べて低い値を示した以外は過去の調査結果

の変動幅に含まれる値を示した。 

「a水域」において低い値を示したのは、平成22年度秋季のSt.9（10.6％）、平成22年度冬季のSt.10（10.7％）

であったが、両地点ともに低い値がみられた以降の調査において過去の調査結果と同等の値に戻っていたことから、

低い値がみられた要因としては、それぞれの調査時において砂分の多い底質を採取したことが考えられる。 

「d水域」において低い値を示したのは、平成22年度秋季のSt.④（1.3％）、平成23年度春季のSt.④（1.7％）

であったが、平成 22 年度秋季調査日の約 2 カ月前に関東地方において台風来襲によるまとまった降雨（最大

41.5mm/h）がみられており、河川出水の影響により底質の粒度が変化（砂化）していたものと考えられる。 

なお、St.④に加え、さらに下流側の St.③、⑥、⑩、⑪においても、平成 22年度秋季において一時的な底質の

粒度変化（砂化）がみられている。 

 

 

表 1-3-14  底質監視調査結果の比較（シルト・粘土分） 

単位：％ 

水域 工事前 供用後 

a水域 20.0～100.0 10.6～98.5 

b水域 24.0～100.0 26.6～99.0 

c水域 75.5～100.0 87.9～99.5 

d水域 2.0～90.2 1.3～86.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-16  底質(ｼﾙﾄ･粘土分)調査結果 
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2） ＣＯＤ 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査において、底質のＣＯＤは「a水域」で2.0～28.4mg/g、

「b水域」で3.3～38.0mg/g、「c水域」で8.4～39.1mg/g、「d水域」で0.2～16.6mg/gの値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-14、図 1-3-17に示すとおりであり、「b水域」の平成23年度

春季、夏季に過去の調査結果に比べて高い値を示した以外は、過去の調査結果の変動幅に含まれる値か低い値を示

した。 

「b水域」において高い値を示したのは、平成23年度春季のSt.19（34mg/L）、夏季のSt.19（38mg/L）であった。 

平成23年度夏季については、St.19周辺において河川出水による濁りと赤潮が確認されており、多くの懸濁物が

沈降して海底に堆積したことにより、底質のＣＯＤの値が高い領域がみられたものと想定される。 

 

 

表 1-3-15  底質監視調査結果の比較（ＣＯＤ） 

単位：mg/g 

水域 工事前 供用後 

a水域 3.9～34.1 2.0～28.4 

b水域 3.5～33.6 3.3～38.0 

c水域 10.3～39.5 8.4～39.1 

d水域 0.9～29.6 0.2～16.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-17  底質(ＣＯＤ)調査結果 
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3） Ｔ－Ｎ 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、底質のＴ－Ｎは「a 水域」で<0.01～

2.66mg/g、「b水域」で<0.01～3.01mg/g、「c水域」で<0.01～3.74mg/g、「d水域」で<0.01～2.77mg/gの値を示

した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-15、図 1-3-18 に示すとおりであり、過去の調査結果の変動

幅に含まれる値を示した。 

 

 

表 1-3-16  底質監視調査結果の比較（Ｔ－Ｎ） 

単位：mg/g 

水域 工事前 供用後 

a水域 0.40～4.91 0.01～2.66 

b水域 0.54～4.78 0.07～3.01 

c水域 2.55～4.84 0.72～3.74 

d水域 0.18～4.06 0.02～2.77 

注）平成22年度秋季調査については、異常値がみられたため比較の対象外とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-18  底質(Ｔ－Ｎ)調査結果 
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4） Ｔ－Ｐ 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、底質のＴ－Ｐは「a 水域」で 0.29～

0.99mg/g、「b水域」で0.40～0.98mg/g、「c水域」で0.59～1.20mg/g、「d水域」で0.24～0.86mg/gの値を示し

た。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-16、図 1-3-19に示すとおりであり、「c水域」の平成23年度

夏季において周辺での赤潮発生の影響によりやや高い値を示した以外は、過去の調査結果の変動幅に含まれる値を

示した。 

 

 

 

表 1-3-17  底質監視調査結果の比較（Ｔ－Ｐ） 

単位：mg/g 

水域 工事前 供用後 

a水域 0.28～1.24 0.29～0.99 

b水域 0.32～1.14 0.40～0.98 

c水域 0.41～1.18 0.59～1.20 

d水域 0.21～1.21 0.24～0.86 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-19  底質(Ｔ－Ｐ)調査結果 
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5） 硫化物 

平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査において、底質の硫化物は「a 水域」で 0.07～

2.27mg/g、「b水域」で0.03～2.34mg/g、「c水域」で0.21～1.83mg/g、「d水域」で0.01～0.94mg/gの値を示し

た。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-17、図 1-3-20 に示すとおりであり、過去の調査結果の変動

幅に含まれる値を示した。 

 

 

表 1-3-18  底質監視調査結果の比較（硫化物） 

単位：mg/g 

水域 工事前 供用後 

a水域 0.14～3.63 0.07～2.27 

b水域 0.05～2.73 0.03～2.34 

c水域 0.46～3.48 0.21～1.83 

d水域 0.01～1.30 0.01～0.94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-20  底質(硫化物)調査結果 
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6） 強熱減量 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査において、底質の強熱減量は「a水域」で2.6～11.6％、

「b水域」で3.6～12.8％、「c水域」で9.4～14.7％、「d水域」で1.7～9.2％の値を示した。 

工事前調査と供用後調査を比較した結果は表 1-3-18、図 1-3-21 に示すとおりであり、概ね過去の調査結果の

変動幅に含まれる値を示した。 

 

 

 

表 1-3-19  底質監視調査結果の比較（強熱減量） 

単位：％ 

水域 工事前 供用後 

a水域 3.0～14.8 2.6～11.6 

b水域 2.8～14.5 3.6～12.8 

c水域 8.2～16.8 9.4～14.7 

d水域 1.3～10.4 1.7～9.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-21  底質(強熱減量)調査結果 
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1-3-4  水生動植物 

1） 底生生物 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査について、25地点における調査結果について以下の

とおり整理した。 

調査結果については、水質、底質と同様、図 1-3-22に示す4水域（a水域5地点、b水域6地点、c水域5地点、

d水域9地点）別の変化傾向等について整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-22  底生生物調査における水域区分と地点配置 

 

監視調査の結果によると「a水域」で個体数0～6,040個体/m2、種類数0～39種、湿重量0.0～304.4g/m2、「b水

域」で個体数10～9,230個体/m2、種類数1～36種、湿重量0.3～301.3g/m2、「c水域」で個体数0～1,700個体/m2、

種類数 0～18種、湿重量 0.0～186.9g/m2、「d水域」で個体数 170～13,170個体/m2、種類数 2～41種、湿重量 7.9

～1,992.2g/m2の値を示した。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-23 に示すとおりであり、いずれの水域においても過去の調査結果の変

動に含まれる値を示した。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、海域では、軟体動物門のフネガイ科、イガイ

科、バカガイ科、アサジガイ科、環形動物門のカギゴカイ科、ゴカイ科、ギボシイソメ科、スピオ科、ミズヒキゴ

カイ科、イトゴカイ科等、河川では、棘胞動物門のイソギンチャク目、軟体動物門のエドガワミズゴマツボ、アラ

ムシロガイ、ホトトギスガイ、シオフキガイ、シズクガイ、アサリ、環形動物門のハナオカカギゴカイ、カワゴカ

イ属、アシナガゴカイ、オウギゴカイ、チロリ科、シノウハネエラスピオ、ヤマトスピオ、ドロオニスピオ、ホソ

イトゴカイ、節足動物門のヨコエビ科等が通年で多く出現しており、工事前調査と比較して出現状況に大きな変化

はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査で確認された主な種は表 1-3-19のとおりで

あり、過去の調査において確認された種と大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた主な出現種のリストは、

資料編「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-20  監視調査で確認された主な種（底生生物） 

 平成22年11月 

秋季 

平成23年2月 

冬季 

平成23年5月 

春季 

平成23年8月 

夏季 

海域 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ（95.3%） ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ（80.7%） ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ（19.6%） 

ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ（11.7%） 

Mediomastus sp.（11.7%） 

 

ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ（51.3%） 

河川 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ（26.9%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（13.8%） 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ（13.7%） 

ｱｻﾘ（13.4%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（25.8%） 

ｱｻﾘ（23.4%） 

ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ（23.9%） 

ﾄﾞﾛｵﾆｽﾋﾟｵ（15.5%） 

Hediste sp.（12.5%） 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ（17.1%） 

ｱｻﾘ（14.6%） 

ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿ（10.4%） 

 

 

 

 

 

 

 

注）主な出現種として、海域(a～ｃ水域の合計16点)、河川(ｄ水域の 9点)のそれぞれの水域における総個体数に占める割合が10％以上の種とし

た。 
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図 1-3-23  底生生物調査結果 

＜a 水域＞ ＜b 水域＞ ＜d 水域＞ ＜c 水域＞ 

[個体数] 

[種類数] 

[湿重量] 

水域内における

最大値

最小値

平均値

凡例

お台場海浜公園

川崎市

羽田空港
多摩川

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

0 1 2 3 4 5
km

ｃ水域

d水域
a水域

b水域

0 

10000 

20000 

30000 

40000 

50000 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【個体数】c水域

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【種類数】c水域(種)

0 

500 

1000 

1500 

2000 

2500 

3000 

3500 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【湿重量】c水域(g/m2)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10000 

20000 

30000 

40000 

50000 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【個体数】d水域67,413 105,699

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【種類数】d水域(種)

0 

500 

1000 

1500 

2000 

2500 

3000 

3500 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【湿重量】d水域(g/m2)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

＜主要種＞ 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

(種) 【種類数】a水域

0 

500 

1000 

1500 

2000 

2500 

3000 

3500 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

(g/m2) 【湿重量】a水域

0 

10000 

20000 

30000 

40000 

50000 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【個体数】a水域

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10000 

20000 

30000 

40000 

50000 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

【個体数】b水域

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

(種)
【種類数】b水域

0 

500 

1000 

1500 

2000 

2500 

3000 

3500 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

(g/m2)
【湿重量】b水域

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

工事前 工事中 供用後

護岸概成

＜主要種＞ 

ｲﾄｺﾞｶｲ科 

ｽﾋﾟｵ科 



 52 

 

2） 動・植物プランクトン 

(1) 動物プランクトン 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、7地点（海域 5点、河川 2地点）

の動物プランクトン調査の結果は以下に示すとおりである。 

海域全体（5地点）では、個体数は上層で 18,429～473,928個体/m3、中層で 20,599～411,071個体/m3、

下層で 4,335～388,291個体/m3、種類数は上層で 10～22種、中層で 11～20種、下層で 9～22種であった。 

また、河川全体（2地点）では、個体数は上層で 31,802～248,000個体/m3、下層で 17,751～174,003個

体/m3、種類数は上層で 9～16種、下層で 10～18種であった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-24 に示すとおりであり、種類数はいずれも過去の調査結果の

変動の幅にほぼ含まれる値を示した。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、海域、河川ともに、軟体動物門のマ

キガイ綱の幼生、ニマイガイ綱の幼生、環形動物門のゴカイ綱の幼生、節足動物門のカイアシ目の幼生、

フジツボ亜目の幼生等が通年で多く出現しており、工事前調査と比較して出現状況に大きな変化はみられ

なかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、平成 21 年度冬季、平成 22 年度春季、夏季の監視調査で確認された主な種は表 1-3-20 のとおり

であり、過去の調査において確認された種と大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた主な出現種の

リストは、資料編「1-4-2  主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-21  監視調査で確認された主な種（動物プランクトン） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 11月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

海域 Oithona davisae（35.3%） 

Oikopleura dioica（15.3%） 

Synchaeta sp.（14.2%） 

nauplius of  

COPEPODA（13.6%）（ｶｲｱｼ目

のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生） 

Favella  

taraikaensis（46.8%） 

nauplius of  

COPEPODA（15.5%）（ｶｲｱｼ目

のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生） 

Oithona davisae（10.8%） 

nauplius of  

COPEPODA（54.4%）（ｶｲｱｼ目

のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生） 

Helicostomella 

fusiformis（16.7%） 

Acartia sp.（12.0%） 

Oithona davisae（24.0%） 

Penilia avirostris 

（15.6%） 

河川 Oithona davisae（40.1%） 

nauplius of  

COPEPODA（27.6%）（ｶｲｱｼ目

のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生） 

nauplius of  

COPEPODA（31.2%）（ｶｲｱｼ目

のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生） 

Oithona davisae（26.7%） 

Favella taraikaensis

（18.4%） 

nauplius of  

COPEPODA（61.8%）（ｶｲｱｼ目

のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生） 

Oithona sp.（34.4%） 

Oithona davisae（20.8%） 

Penilia avirostris 

（17.6%） 

 

 

 

 

注）主な出現種として、海域(5点)、河川(2点)のそれぞれの水域における総個体数に占める割合が 10％以上の種とした。 
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図 1-3-24(1)  動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査結果（St.5、St.16、St.18、St.19、St.25） 
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図 1-3-24(2)  動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査結果（St.②、St.④） 
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(2) 植物プランクトン 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、7地点（海域 5点、河川 2地点）

の植物プランクトン調査の結果は以下に示すとおりである。 

海域全体（5地点）では、細胞数は上層で 1,645,800～18,955,400細胞/L、中層で 928,000～20,837,250

細胞/L、下層で 203,700～31,116,600細胞/L、種類数は上層で 26～81種、中層で 24～66種、下層で 14～

58種であった。また、河川全体（2地点）では、細胞数は上層で 110,400～11,599,650細胞/L、下層で 242,475

～12,293,700細胞/L、種類数は上層で 27～40種、下層で 25～50種であった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-25 に示すとおりであり、各地点、各層とも細胞数及び種類数

はいずれも過去の調査結果の変動の幅にほぼ含まれる値を示した。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、海域では、渦鞭毛藻綱のプロロケン

トルム科、ギムノディニウム目、ペリディニウム目、珪藻綱のタラシオシラ科、ナヴィキュラ科、ニッチ

ア科等、河川では、クリプト藻綱、渦鞭毛藻綱のプロロケントルム科、ギムノディニウム目、ペリディニ

ウム目、珪藻綱のタラシオシラ科、ナヴィキュラ科、ニッチア科、ミドリムシ綱等が通年で多く出現して

おり、工事前調査と比較して出現状況に大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資

料編「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、平成 22 年度秋季、冬季、平成 23 年度春季、夏季の監視調査で確認された主な種は表 1-3-21 の

とおりであり、過去の調査において確認された種と大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた主な出

現種のリストは、資料編「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-22  監視調査で確認された主な種（植物プランクトン） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

海域 Skeletonema costatum 

（91.3%） 

Skeletonema costatum 

（55.7%） 

Chaetoceros sociale 

（22.4%） 

Skeletonema costatum 

（42.3%） 

Cerataulina pelagica 

（21.2%） 

Leptocylindrus danicus 

（12.0%） 

unknown 

micro-flagellate 

(不明微細鞭毛藻類) 

（25.7%） 

Skeletonema costatum 
（19.4%） 

Thalassiosiraceae 

（13.3%） 

河川 Skeletonema costatum 

（92.1%） 

Skeletonema costatum 

（76.7%） 

Chaetoceros sociale 

（12.8%） 

Skeletonema costatum 

（60.1%） 

Cerataulina pelagica 

（14.1%） 

Thalassiosiraceae 

（46.4%） 

unknown 

micro-flagellate 

(不明微細鞭毛藻類) 

（17.9%） 

Skeletonema costatum 
（10.5%） 

 

 

 

 

 

 

注）主な出現種として、海域(5点)、河川(2点)のそれぞれの水域における総細胞数に占める割合が 10％以上の種とした。 
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図 1-3-25(1)  植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査結果（St.5、St.16、St.18、St.19、St.25） 

＜St.16＞ ＜St.19＞  

＜St.5＞ ＜St.18＞ ＜St.25＞ 

［細胞数］ 

［種類数］ 

［細胞数］ 

［種類数］ 

東京都

羽田空港
多摩川

風の塔

0 2
km

St.
18

St.②

St.④

St.a

St.5

St.16

St.18

St.Ⅱ

St.25

St.19

0

10

20

30

40

50

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

上層

下層

中層

【細胞数】 St.5(106細胞/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

(種類） 【種類数】 St.5

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

下層

中層

【細胞数】 St.16(106細胞/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

(種類） 【種類数】 St.16

工事前 工事中 供用後

護岸概成

H17_夏期_50.7

0 

10 

20 

30 

40 

50 

H
1
6
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
7
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
8
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
1
9
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
0
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
1
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
2
春

季
夏

季
秋

季
冬

季
H
2
3
春

季
夏

季

上層

中層

下層

【細胞数】 St.18
(106細胞/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

(種類） 【種類数】 St.18

工事前

工事中

供用後
護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

【細胞数】 St.19(106細胞/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

(種類） 【種類数】 St.19

工事前

工事中

供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

【細胞数】 St.25(106細胞/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

H
1
6
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
7
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
8
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
1
9
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
0
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
1
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
2
春
季

夏
季

秋
季

冬
季

H
2
3
春
季

夏
季

上層

中層

下層

(種類）
【種類数】 St.25

工事前

工事中

供用後
護岸概成



 57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-25(2)  植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査結果（St.②、St.④） 
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3） 魚卵・稚仔魚 

(1) 魚卵 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、7地点（海域 5点、河川 2地点）

の魚卵調査の結果は以下に示すとおりである。 

海域全体(5地点)では、個体数は上層で0～148,569個体/1000m3、中層で0～256,932個体/1000m3、種類

数は上層で 0～9種類、中層で 0～9種類であった。 

河川全体(2地点)では、個体数は上層で0～13,263個体/1000m3、中層で0～10,118個体/1000m3、種類数

は上層で 0～9種類、中層で 0～7種類であった。 

過去の調査結果について比較した結果は図 1-3-26 に示すとおりであり、過去の調査結果も含め、個体

数、種類数ともに春季から夏季に多く、冬季に少なくなる傾向がみられた。種類数はいずれも過去の調査

結果の変動の幅に含まれる値を示した。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、海域、河川ともにニシン科、カタ

クチイワシ科、ネズッポ科が通年で多く出現しており、工事前調査と比較して供用後も出現状況に大きな

変化はみられなかった。 

なお、確認された主な種は表 1-3-22のとおりであった。 

 

表 1-3-23  監視調査で確認された主な種（魚卵） 

 平成 22年 11月 平成 22年 12月 平成 23年 1月 

海域 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（90.9%） ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（95.6%） 単脂球形卵 G（80.2%） 

※その他、 

ﾏｲﾜｼ（9.9%）、 

ｶﾚｲ科（9.9%） 

河川 － ﾏｲﾜｼ（100%） － 

 

 平成 23年 2月 平成 23年 3月 平成 23年 4月 

海域 ﾏｲﾜｼ（43.7%） 

ｶﾚｲ科（28.2%） 

単脂球形卵 H（25.2%） 

単脂球形卵 H（88.2%） 

ﾏｲﾜｼ（11.8%） 

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（89.5%） 

河川 － － ｺﾉｼﾛ（82.9%） 

 

 平成 23年 5月 平成 23年 6月 

海域 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（71.3%） 

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（21.0%） 

ｻｯﾊﾟ（52.7%） 

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（24.2%） 

河川 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（36.0%） 

ｺﾉｼﾛ（24.0%） 

単脂球形卵 D（20.0%） 

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（14.7%） 

ｻｯﾊﾟ（11.9%） 

単脂球形卵 I（62.4%） 

 

 

注）主な出現種として、海域(5 点)、河川(2 点)のそれぞれの水域における総個体数に占

める割合が 10％以上の種とした。 
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図 1-3-26(1)  魚卵調査結果（St.5、St.16、St.18、St.19） 
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図 1-3-26(2)  魚卵調査結果（St.25、St.Ⅱ、St.②、St.④） 

＜St.25＞ 個体数が他地点と比べて多いので、経時変化傾向をみるために軸スケールを変えている。 
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(2) 稚仔魚 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、7地点（海域 5点、河川 2地点）

の稚仔魚調査の結果は以下に示すとおりである。 

海域全体(5地点)では、個体数は上層で0～1,545個体/1000m3、中層で0～5,141個体/1000m3、種類数は

上層で 0～12種類、中層で 0～12種類であった。 

河川全体(2地点)では、個体数は上層で 0～11,863個体/1000m3、中層で 0～5,715個体/1000m3、種類数

は上層で 0～11種類、中層で 0～8種類であった。 

過去の調査結果と上層について比較した結果は図 1-3-27 に示すとおりであり、過去の調査結果も含め、

個体数、種類数ともに春季から夏季に多く、冬季に少なくなる傾向がみられた。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、海域、河川ともにサッパ、コノシ

ロ、カタクチイワシ科、ハゼ科、ネズッポ科が多く出現しており、工事前調査と比較して供用後も出現状

況に大きな変化はみられなかった。 

なお、確認された主な種は表 1-3-23のとおりであった。 

 

表 1-3-24  監視調査で確認された主な種（稚仔魚） 

 平成 22年 11月 平成 22年 12月 平成 23年 1月 

海域 ｱﾕ（39.9%） 

ｶｻｺﾞ（25.2%） 

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ（15.9%） 

ｶｻｺﾞ（73.3%） 

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（11.9%） 

ｱﾕ（10.1%） 

ｶｻｺﾞ（48.0%） 

ﾒﾊﾞﾙ属（23.0%） 

ｽｽﾞｷ属（14.4%） 

河川 ｱﾕ（97.4%） ｱﾕ（95.3%） ｱﾕ（33.7%） 

ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ属（23.9%） 

ｶｻｺﾞ（22.1%） 

 

 平成 23年 2月 平成 23年 3月 平成 23年 4月 

海域 ｶｻｺﾞ（32.5%） 

ﾒﾊﾞﾙ属（22.7%） 

ﾊｾﾞ科（16.9%） 

ｽｽﾞｷ属（11.0%） 

ﾊｾﾞ科（51.7%） 

ｶｻｺﾞ（40.9%） 

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（46.1%） 

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（20.5%） 

ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ属（15.2%） 

河川 ｱﾕ（27.2%） 

ﾊｾﾞ科（26.2%） 

ｶｻｺﾞ（21.4%） 

ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ属（17.5%） 

ｶｻｺﾞ（58.0%） 
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ﾊｾﾞ科（10.7%） 

ﾊｾﾞ科（42.2%） 

ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ属（33.1%） 

 

 

 

 

 

 

 平成 23年 5月 平成 23年 6月 

海域 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ（50.6%） 

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科（19.8%） 

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（11.8%） 

ｻｯﾊﾟ（53.2%） 

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ（10.1%） 

河川 ﾊｾﾞ科（90.5%） ﾊｾﾞ科（75.1%） 

ﾅﾍﾞｶ属（13.6%） 

注）主な出現種として、海域(5 点)、河川(2 点)のそれぞれの水域における総個体数に占

める割合が 10％以上の種とした。 
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図 1-3-27(1)  稚仔魚調査結果（St.5、St.16、St.18、St.19） 
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図 1-3-27(2)  稚仔魚調査結果（St.25、St.Ⅱ、St.②、St.④） 
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4） 魚介類 

(1) 底曳網調査 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、海域 3地点の底曳網（3ノット

10分間曳き）による魚介類の調査結果は以下に示すとおりである。 

海域3地点全体で種類数は6～43種、個体数は4～1,803個体/網、湿重量は93～388,535g/網であった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-28に示すとおりであり、平成 22年度秋季、冬季、平成 23 年

度春季、夏季の監視調査の結果では、個体数及び種類数は過去の調査結果の変動の幅に含まれる値を示し

た。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、軟体動物門のヤリイカ科、節足動物

門のシャコ科、スナヒトデ科、脊椎動物門のサッパ、コノシロ、カタクチイワシ、スズキ、テンジクダイ、

ネズッポ科等が通年で多く出現しており、工事前調査と比較して出現状況に大きな変化はみられなかった。

（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、確認された主な種は表 1-3-24 とおりであり、過去の調査において確認された種と大きな変化は

みられなかった。（過年度も含めた主な出現種のリストは、資料編「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-25  監視調査で確認された主な種（魚介類；底曳網） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

海域 魚類： 

ｽｽﾞｷ（33.6%）、ｼﾛｸﾞﾁ（3.3%）、

ﾋｲﾗｷﾞ（1.0%） 

その他： 

ｽﾅﾋﾄﾃﾞ（55.6%） 

魚類： 

ｽｽﾞｷ（69.0%）、ｱｶｴｲ（6.9%）、 

ﾋｲﾗｷﾞ（3.9%） 

魚類： 

ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ（21.2%）、ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ

（4.7%）、ｽｼﾞﾊｾﾞ（1.4%） 

その他： 

ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ（21.2%） 

魚類： 

ｽｽﾞｷ（3.2%）、ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

（0.7%）、ｼﾛｸﾞﾁ（0.2%）、

ﾏｲﾜｼ（0.2%） 

その他： 

ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ（89.2%） 

 

 

 

(2) 刺網調査 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、海域 3地点の刺網（3網）によ

る魚介類の調査結果は以下に示すとおりである。 

海域 3地点全体で種類数は 4～16種、個体数は 12～254個体/3網、湿重量は 3,339～36,921g/3網であ

った。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-29に示すとおりであり、平成 22年度秋季、冬季、平成 23 年

度春季、夏季の監視調査の結果では、種類数は過去の調査結果の変動の幅あるいはそれを上回る値を、個

体数は過去の調査結果の変動の幅に含まれる値を示した。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、節足動物門のイシガニ、脊椎動物門

のコノシロ、カタクチイワシ、スズキ、メジナ、メバル、カサゴ等が通年で多く出現しており、工事前調

査と比較して出現状況に大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確

認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、確認された主な種は表 1-3-25 のとおりであり、過去の調査において確認された種と大きな変化

はみられなかった。（過年度も含めた主な出現種のリストは、資料編「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-26  監視調査で確認された主な種（魚介類；刺網） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

海域 魚類： 

ﾒｼﾞﾅ（23.1%）、ｱｶｴｲ（11.2%）、

ｺﾉｼﾛ（11.2%） 

その他： 

ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ（13.3%） 

魚類： 

ﾏﾙﾀ（41.5%）、ﾎﾞﾗ（29.6%）、 

ｶｻｺﾞ（8.5%） 

魚類： 

ﾋｲﾗｷ（゙21.8%）、ｱｶｴｲ（6.6%）、

ｺﾉｼﾛ（5.1%） 

その他： 

ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ（22.7%） 

魚類： 

ｶ ｻｺ ﾞ（10.4%）、ｺﾉｼﾛ

（5.6%）、ｺﾁ（5.6%） 

その他： 

ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ（27.3%）、ｲｼｶﾞ

ﾆ（21.6%） 

 

 

 

 

(3) 投網調査 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査について、河川 2地点の投網（投網回数：

10回）による魚介類の調査結果は以下に示すとおりである。 

河川 2地点全体で種類数は 2～6種、個体数は 4～163個体、湿重量は 0.9～1,054.5gであった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-30に示すとおりであり、成 22年度秋季、冬季、平成 23年度

春季、夏季の監視調査の結果では、個体数、種類数ともに過去の調査結果の変動の幅に含まれる値を示し

た。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、マハゼ等が通年で多く出現しており、

工事前調査と比較して出現状況に大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編

「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、確認された主な種は表 1-3-26 のとおりであり、過去の調査において確認された種と大きな変化

はみられなかった。（過年度も含めた主な出現種のリストは、資料編「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-27  監視調査で確認された主な種（魚介類；投網） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

河川 ﾏﾊｾﾞ（50.0%） 

ｱｻﾘ（25.0%） 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属（18.8%） 

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ（25.0%） 

ｼｵﾌｷｶﾞｲ（25.0%） 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属（25.0%） 

ﾋﾒﾊｾﾞ（25.0%） 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属（42.6%） 

ﾏﾊｾﾞ（38.2%） 

ﾎﾞﾗ（45.8%） 

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ（18.9%） 

ﾏﾊｾﾞ（14.2%） 

 

 

 

 

 

 

 

注）主な出現種として、海域(3 点)における総個体数に占める割合が 10％以上の種とした。なお、魚類については総個体数に占め

る割合が10％以下の種についても確認し、個体数上位3種について記載した。 

注）主な出現種として、海域(3点)における総個体数に占める割合が10％以上の種とした。なお、魚類については総個体数に占める割

合が10％以下の種についても確認し、個体数上位3種について記載した。 

注）主な出現種として、河川(2点)における総個体数に占める割合が10％以上の種とした。 
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図 1-3-28  魚介類(底曳網)調査結果（St.2、St.15、St.25） 
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図 1-3-29  魚介類(刺網)調査結果（St.Ⅲ、St.j、St.i） 
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図 1-3-30  魚介類(投網)調査結果（St.④、⑥） 
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5） 付着動・植物 

(1) 枠取り調査結果 

① 付着動物 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査について、1地点の付着動物の調査結果（枠

取り調査結果）は図 1-3-31に示すとおりである。 

種類数は 13～18種、個体数は 12,177～60,475個体/m2、湿重量は 864.5～11,461.6g/m2であった。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-31 に示すとおりであり、過去の調査結果の変動の幅に含まれ

る値を示した。 

また、過去の調査結果も含め確認されている種の構成については、棘胞動物門のイソギンチャク目、

軟体動物門のムラサキイガイ、コウロエンカワヒバリガイ、マガキ、環形動物門のヒゲブトゴカイ、デン

ガクゴカイ、節足動物門のイワフジツボ、フジツボ科、モクズヨコエビ科、イソガニ等が通年で多く出現

しており、工事前調査と比較して出現状況に大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた種のリスト

は、資料編「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」参照） 

なお、確認された主な種は表 1-3-27 のとおりであり、過去の調査において確認された種と大きな変化

はみられなかった。（過年度も含めた主な出現種のリストは、資料編「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-28  監視調査で確認された主な種（付着動物） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

海域 ﾏｶﾞｷ（38.0%） 

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ（25.7%） 

ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

（72.0%） 

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ（71.5%） 

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ（12.7%） 

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ（85.2%） 

 

 

 

② 付着植物 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査について、1地点の付着植物の調査結果（掻

き取り調査結果）は図 1-3-32、表 1-3-28に示すとおりである。 

掻き取り調査においては、付着植物は確認されなかった。 

 

表 1-3-29  監視調査で確認された主な種（付着植物） 

 平成 22年 11月 

秋季 

平成 23年 2月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

夏季 

海域 － － － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）主な出現種として、海域(1点)における総個体数に占める割合が 10％以上の種とした。 

注）主な出現種として、海域(1点)における総個体数に占める割合が 10％以上の種とした。 
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図 1-3-31  付着動物調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-32  付着植物調査結果 
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(2) 目視観察(ベルトトランセクト)結果 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季の監視調査について、1地点の付着植物の調査結果（目

視観察結果）は図 1-3-33に示すとおりである。 
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10 ＋ ＋ 62 ＋ ＋ ＋ 20 ＋ ＋ 5 16

10 10 ＋ 28 ＋ ＋ ＋ 60 4 ＋ 11 ＋ ＋ 1 41

注）◇は個体数、他は被度（％）　＋は5％未満を示す。

調 査 地 点 ： St.h

調査年月日 ： 平成23年5月25日

調 査 時 間 ： 8 :30  ～ 9 :10  

調 査 方 法 ： ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による目視観察

（幅 50cm×高さ50cm）

観 察 範 囲 ： T.P-1.5m ～ T.P+1.5m

調査時水位

定量採取位置

定量採取位置
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＜平成23年度夏季＞ 
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注）◇は個体数、他は被度（％）　＋は5％未満を示す。

調 査 地 点 ： St.h

調査年月日 ： 平成23年8月5日

調 査 時 間 ： 8 :40  ～ 9 :05  

調 査 方 法 ： ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による目視観察

（幅 50cm×高さ50cm）
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図 1-3-33  付着動植物目視観察調査結果 
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1-3-5  陸生動植物 

1） 鳥類（水鳥） 

平成 22年度冬季（1月）、平成 23年度春季（6月）、夏季（7月）に実施した監視調査における昼間 4

地点、夜間 5地点の鳥類（水鳥）調査の結果は以下に示すとおりである。 

昼間調査では 4 地点全体で 4～16 種、21～8,379 個体の水鳥が確認され、夜間調査では 5 地点全体で 7

～17種、140～63,879個体の水鳥が確認された。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-34、表 1-3-29に示すとおりであり、個体数については、冬季

の昼間調査で Sｔ.4において過去と比べて多くの個体数が確認されたが、確認された個体のほとんどが冬

鳥のスズガモであった。 

種類数については、春季、夏季の昼間調査で St.2 においてやや少ない状況がみられた以外は、いずれ

も過去の調査結果の変動の幅にほぼ含まれる値を示した。 

なお、昼間調査、夜間調査ともに、冬季においてスズガモがそれぞれ確認された個体数に占める割合が

高くなっていた。 

また、昼間、夜間の全体でカンムリカイツブリ、ダイサギ、コサギ、スズガモ、オオバン、コチドリ、

シロチドリ、イソシギ、チュウシャクシギ、ウミネコ、コアジサシの 11種の貴重種が確認された。 

以上より、鳥類の生息状況については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考えられる。 

 

注）1.個体数は昼間調査については、個体の重複を避けるため、各種の 1時間当たりの最大確認個体数について 

整理し、夜間調査においては、総確認個体数で整理した。 

2.貴重種の選定基準については、以下を参照している。 

 ・「文化財保護法：文化財保護法」（法律第 214号, 1950）及び「都道府県及び市町村の文化財保護条例」 

 ・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75号, 1992） 

 ・「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて」（環境省, 2006） 

・「東京都の保護上重要な野生生物種 (本土部)～東京都レッドリスト～」（東京都環境局, 2010） 

・「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川県立生命の星・地球博物館, 2006） 

 

 

 

 

＜メモ＞確認された貴重種（鳥類） 

1月調査（7種）：カンムリカイツブリ、コサギ、スズガモ、オオバン、シロチドリ、イソシギ、ウミネコ 

6月調査（8種）：ダイサギ、コサギ、スズガモ、コチドリ、シロチドリ、チュウシャクシギ、ウミネコ、コアジサシ 

7月調査（7種）：ダイサギ、コサギ、スズガモ、コチドリ、イソシギ、ウミネコ、コアジサシ 
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図 1-3-34  鳥類（水鳥）調査結果 
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表 1-3-30 鳥類（水鳥）出現種リスト 

 

 

平成16年
1月

平成16年
3月

平成16年
5月

平成16年
9月

平成17年
5月

平成17年
6月

平成17年
9月

平成18年
1月

平成19年
5月

平成19年
6月

平成19年
9月

平成20年
1月

平成20年
5月

平成20年
7月

平成20年
9月

平成21年
1月

平成21年
5月

平成21年
6月

平成21年
9月

平成22年
2月

平成22年
5月

平成22年
6月

平成22年
9月

平成23年
1月

平成23年
6月

平成23年
7月

1 カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ Tachybaptus ruficollis ○ ○ ○
2 ハジロカイツブリ Podiceps nigricollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ミミカイツブリ Podiceps auritus ○ ○
4 カンムリカイツブリ Podiceps cristatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 カイツブリ科の一種 － ○ ○
6 ミズナギドリ目 ミズナギドリ科 オオミズナギドリ Calonectris leucomelas ○ ○ ○
7 ハシボソミズナギドリ Puffinus tenuirostris ○ ○
8 ペリカン目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ウミウ Phalacrocorax capillatus ○ ○ ○
10 ヒメウ Phalacrocorax pelagicus ○
11 ウ科の一種 － ○ ○ ○
12 コウノトリ目 サギ科 ゴイサギ Nycticorax nycticorax ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 アマサギ Bubulcus ibis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ダイサギ Egretta alba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 チュウサギ Egretta intermedia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 コサギ Egretta garzetta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 アオサギ Ardea cinerea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 サギ科の一種 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 カモ目 カモ科 マガモ Anas platyrhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 カルガモ Anas poecilorhyncha ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 コガモ Anas crecca ○ ○ ○
22 ヒドリガモ Anas penelope ○ ○ ○ ○ ○
23 オナガガモ Anas acuta ○ ○ ○ ○ ○
24 ハシビロガモ Anas clypeata ○ ○
25 ホシハジロ Aythya ferina ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 キンクロハジロ Aythya fuligula ○ ○ ○ ○ ○
27 スズガモ Aythya marila ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 ホオジロガモ Bucephala clangula ○ ○
29 ウミアイサ Mergus serrator ○
30 カモ科の一種 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 ツル目 クイナ科 オオバン Fulica atra ○
32 チドリ目 チドリ科 コチドリ Charadrius dubius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33 シロチドリ Charadrius alexandrinus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 メダイチドリ Charadrius mongolus ○ ○
35 ムナグロ Pluvialis fulva ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 ダイゼン Pluvialis squatarola ○ ○
37 タゲリ Vanellus vanellus ○
38 チドリ科の一種 － ○ ○ ○
39 シギ科 キョウジョシギ Arenaria interpres ○ ○ ○ ○
40 トウネン Calidris ruficollis ○ ○
41 ハマシギ Calidris alpina ○ ○
42 サルハマシギ Calidris ferruginea ○
43 オバシギ Crocethia alba ○
44 ミユビシギ Crocethia alba ○
45 エリマキシギ Philomachus pugnax ○
46 アオアシシギ Tringa glareola ○ ○
47 タカブシギ Tringa glareola ○
48 キアシシギ Heteroscelus brevipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
49 イソシギ Actitis hypoleucos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 ソリハシシギ Xenus cinereus ○
51 オグロシギ Limosa limosa ○
52 ダイシャクシギ Numenius arquata ○ ○
53 ホウロクシギ Numenius madagascariensis ○ ○
54 チュウシャクシギ Numenius phaeopus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 シギ科の一種 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 カモメ科 ユリカモメ Larus ridibundus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 セグロカモメ Larus argentatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
58 オオセグロカモメ Larus schistisagus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
59 ワシカモメ Larus glaucescens ○
60 シロカモメ Larus hyperboreus ○
61 カモメ Larus canus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 ウミネコ Larus crassirostris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
63 ミツユビカモメ Rissa tridactyla ○ ○
64 ハジロクロハラアジサシ Chlidonias leucopterus ○
65 アジサシ Sterna hirundo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 コシジロアジサシ Sterna aleutica ○
67 コアジサシ Sterna albifrons ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
68 カモメ科の一種 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
合計 7目 9科 61種 － 16種 17種 16種 20種 25種 13種 19種 21種 16種 11種 19種 22種 23種 13種 14種 18種 23種 19種 17種 26種 14種 18種 20種 20種 13種 10種

※1 種名は平成20年度　河川水辺の国勢調査　生物種目録」（国土交通省河川局河川環境課）に従った。

※2 以下の不明種（「カイツブリ科の一種」、「ウ科の一種」、「サギ科の一種」、「カモ科の一種」、「チドリ科の一種」、「シギ科の一種」、「カモメ科の一種」）については、合計数からは除外した。

工事中 工事中（護岸概成） 供用後
No. 目名 科名 種名 学名

工事前
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2） 植物（塩沼植物群落等） 

平成22年度秋季（10月）、冬季(1月)、平成23年度春季（5月）、夏季（8月）に実施した監視調査におけ

る植物（塩沼植物群落等）調査の結果は以下に示すとおりである。 

多摩川河口の調査地域全体でで42～62科、109～220種（右岸側87～176種、左岸側61～127種、中州16～

27種）の維管束植物が確認された。 

過去の調査結果と比較した結果は図 1-3-35 に示すとおりであり、冬季調査で種類数が過去と比べてやや少

ない結果であったが、科数は変動の幅に含まれる値を示した。 

また、工事前調査と比較すると、種数、科数ともに全ての季節で多くなっていた。 

なお、秋季、冬季、春季及び夏季の監視調査の結果では、河口や海岸の砂浜、汽水域の塩湿地、干潟域等に

生育する12種の貴重種が確認された。 

以上より、植物の生育状況については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考えれらる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-35  植物(塩沼植物群落等)調査結果 

 

1-3-6  生態系（多摩川河口干潟） 

1） 水質 

平成22年度秋季、冬季、平成22年度春季、夏季に実施した監視調査における多摩川河口域 2地点での水質

調査の結果は以下に示すとおりである。 

調査地点別のＣＯＤ、Ｔ－Ｎ及びＴ－Ｐにおける経時変化は図 1-3-36～図 1-3-38に示すとおりである。 

冬季、春季及び夏季における監視調査では、ＣＯＤは 1.5～4.2mg/L、Ｔ－Ｎは 2.6～4.2mg/L、Ｔ－Ｐは

0.21～0.27mg/Lの値を示し、ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐのいずれも過去の変動の幅に含まれる値を示した。 

以上より、多摩川河口干潟の水質については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考えれらる。 
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工事中

＜メモ＞確認された貴重種（塩沼植物群落等） 

10月調査（6種）：シロバナサクラタデ、ハマボウ、ウラギク、アイアシ、コウボウシバ、イセウキヤガラ 

1月調査（3種）：ハマボウ、アイアシ、コウボウシバ、 

5月調査（9種）：コギシギシ、ハマボウ、カワヂシャ、ノニガナ、ハチジョウナ、アイアシ、コウボウシバ、シオクグ、

イセウキヤガラ 

8月調査（9種）：シロバナサクラタデ、ハマボウ、ウラギク、ハチジョウナ、アイアシ、コウボウシバ、シオクグ、アオ

ガヤツリ、イセウキヤガラ 
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図 1-3-36  干潟水質（ＣＯＤ）調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-37  干潟水質（Ｔ－Ｎ）調査結果 

St.A

St.B

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

風の塔

0 1 2 3 4 5
km

：事業実施区域

多摩川

0 500100
ｍ

St.Ａ 

St.Ｂ 
St.A

St.B

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

風の塔

0 1 2 3 4 5
km

：事業実施区域

多摩川

0 500100
ｍ

St.Ａ 

St.Ｂ 

0

2

4

6

8

10

H
1
5年

1
0月

1
1
月

1
2
月

H
1
6年

1月 2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

H
1
9年

1
1月

H
2
0年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
1年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
2年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
3年

1月 5
月

8
月

ＣＯＤ：St.Ｂ
(mg/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0

2

4

6

8

10

H
1
5 年

1
0月

1
1
月

1
2
月

H
1
6年

1月 2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

H
1
9年

1
1月

H
2
0 年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
1年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
2年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
3年

1月 5
月

8
月

ＣＯＤ：St.Ａ
(mg/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

2 

4 

6 

8 

10 

H
1
5年

1
0月

1
1
月

1
2
月

H
1
6年

1月 2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

H
1
9年

1
1月

H
2
0年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
1年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
2年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
3年

1月 5
月

8
月

Ｔ－Ｎ：St.Ａ
(mg/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0 

2 

4 

6 

8 

10 

H
1
5年

1
0月

1
1
月

1
2
月

H
1
6年

1月 2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

H
1
9年

1
1月

H
2
0年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
1年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
2年

1月 5
月

8
月

1
0
月

H
2
3年

1月 5
月

8
月

Ｔ－Ｎ：St.Ｂ
(mg/L)

工事前 工事中 供用後

護岸概成



 76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-38  干潟水質（Ｔ－Ｐ）調査結果 
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2） 底質 

平成22年度秋季、冬季、平成23年度春季、夏季に実施した監視調査における多摩川河口域 21地点（※平成

23年度以降は 15地点）の底質調査結果は以下に示すとおりである。なお、結果については右岸（St.1～St.15

（※平成 23 年度以降は St.1～3,St.10～15））、中州（St.16～St.18）、左岸（St.19～St.21）の 3 区域に分

けて整理した。 

右岸、中州、左岸別のシルト・粘土分の割合、ＣＯＤ、強熱減量、全硫化物、全窒素及び全リンの過去の調

査結果も含む季節変化は図 1-3-40に示すとおりである。 

秋季、冬季、春季及び夏季における監視調査ではシルト・粘土分の割合は右岸 1.5～94.2％、中州 4.7～

38.5％、左岸 2.3～61.7％、ＣＯＤは右岸0.9～47.0mg/g、中州 1.6～13.1mg/g、左岸 1.0～10.7mg/g、強熱減

量は右岸 1.4～11.2％、中州 1.9～4.5％、左岸 1.5～4.8％、全硫化物は右岸 0.01～0.86mg/g、中州 0.03～

0.51mg/g、左岸 0.01～0.33mg/g、全窒素は右岸0.19～3.33mg/g、中州0.28～1.05mg/g、左岸0.20～0.90mg/g、

全リンは右岸 0.10～1.23mg/g、中州0.28～0.54mg/g、左岸0.28～0.62mg/gの値を示した。 

右岸ではＣＯＤ、強熱減量、全硫化物、全窒素が、秋季あるいは夏季において過去の調査結果よりも高かっ

たが、それ以外の項目についてはいずれも過去の調査結果の変動の幅に含まれる値を示した。 

なお、調査地点別のシルト・粘土分の割合、ＣＯＤ、強熱減量、全硫化物、全窒素及び全リンの季節変化は

図 1-3-41～図 1-3-46に示すとおりである。 

 

平成23年度夏季調査において、右岸の St.1及びSt.10で、全ての項目で高い値がみられたが、以下に示す

状況から、河川上流より供給され堆積した泥の影響によるものであったと考えられる。 

夏季調査前の気象（降水量）及び多摩川の流量の状況は、図 1-3-39(1)に示すとおりであり、調査実施の約

１ヶ月前に降雨による出水（流量増加）がみられる。また、干潟右岸における断面測量の結果（図 1-3-39(2)、

及び資料編「1-6-2 干潟断面の変化」参照）によると、平成23年度春季から夏季にかけて地盤高の上昇が確

認されており、土砂が堆積していたものと考えられる。 

 

なお、隣接する St.2及びSt.11で高い値となっていなかったことから、これらの変化は右岸全域においてで

はなく、河川上流から供給された土砂の堆積により局所的に高い値を示す地点がみられたためと考えられる。

特に高い傾向を示した St.10においては、後述のとおり、過年度と同様の底生生物の生息が確認されている。 

 

以上より、多摩川河口干潟の底質については、工事前と比較して地点によってはＣＯＤ、強熱減量、全硫化

物、全窒素が高くなる傾向がみられたが、河川上流から供給された土砂が堆積したことによる局所的な変化で

あり、右岸全域における変化ではなく、全体として著しい変化はみられていないと考えれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3-39(1)  平成23年度夏季調査時の周辺の状況（気象、河川流量） 

 

 

図 1-3-39(2)  平成23年度夏季調査時の周辺の状況 

（地盤高の変化（平成23年度夏季地盤高-平成23年度春季地盤高）） 
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図 1-3-40(1)  干潟底質（右岸・中州・左岸）調査結果（シルト・粘土分、ＣＯＤ、強熱減量） 
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図 1-3-40(2)  干潟底質（右岸・中州・左岸）調査結果（全硫化物、全窒素、全リン） 
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図 1-3-41  干潟底質（シルト・粘土分）調査結果 
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図 1-3-42  干潟底質（ＣＯＤ）調査結果 
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図 1-3-43  干潟底質（強熱減量）調査結果 
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図 1-3-44  干潟底質（全硫化物）調査結果 
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図 1-3-45  干潟底質（全窒素）調査結果 
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図 1-3-46  干潟底質（全リン）調査結果 
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3） 底生生物 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季に実施した監視調査における多摩川河口域 21地点（※平

成 23年度以降は 15地点）の底生生物調査結果は以下に示すとおりである。 

過去の調査結果も含む出現状況の季節変化は図 1-3-48及び図 1-3-49に示すとおりである。 

なお、結果については、底質と同様に右岸（St.1～St.15（※平成 23年度以降は St.1～3,St.10～15））、

中州（St.16～St.18）、左岸（St.19～St.21）の 3区域に分けて整理した。 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査の結果による区域別の総出現種類数、平均個

体数、平均湿重量は右岸 5～24 種、120～10,810 個体/m2、3.3～716.4g/m2、中州 8～20 種、630～13,230 個

体/m2、29.9～2,532.1g/m2、左岸 3～18 種、410～2,860 個体/m2、32.2～977.0g/m2の値を示し、各地点別で

は種類数、個体数、湿重量は、3～24 種、120～13,230 個体/m2、3.3～2,532.1g/m2の値を示し、種類数及び

湿重量は過去の調査結果よりも高い地点がみられたが、個体数はいずれも過去の調査結果の変動の幅に含ま

れる値を示した。 

主な出現種は表 1-3-30 のとおりであり、主な種としては過去の調査結果で確認された種との大きな変化

はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確認種総リストと種別個体数」、「1-4-2   

主な確認種の状況」参照） 

 

表 1-3-31  監視調査で確認された主な種（底生生物） 

 平成 22年 10月 

秋季 

平成 23年 1月 

冬季 

平成 23年 5月 

春季 

平成 23年 8月 

春季 

右岸 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（58.0%） 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ（11.9%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（51.1%） 

ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ（15.3%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（25.5%） 

ｶﾜｺﾞｶｲ属（23.0%） 

Heteromastus sp.（17.2%） 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ（39.2%） 

Heteromastus sp.（12.7%） 

中州 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（76.5%） ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ（31.4%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（30.6%） 

Heteromastus sp.（12.8%） 

ｶﾜｺﾞｶｲ属（42.0%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（29.8%） 

ｶﾜｺﾞｶｲ属（28.2%） 

ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ（21.0%） 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ（13.4%） 

左岸 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ（35.2%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（17.2%） 

ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属（28.0%） 

Heteromastus sp.（21.7%） 

ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ（16.0%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（15.9%） 

ｶﾜｺﾞｶｲ属（37.8%） 

Heteromastus sp.（32.3%） 

ｶﾜｺﾞｶｲ属（30.6%） 

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ（26.1%） 

Heteromastus sp.（14.3%） 

ﾆｯﾎﾟﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ（12.9%） 

 

 

 

また、干潟域の底生生物の生息においては、生息場における塩分濃度も重要な指標となることから、底生

生物調査と同じ多摩川河口域の 21地点（※平成 23年度以降は 15地点）で実施した底質調査において、間隙

水中の塩分（塩化物イオン濃度）について測定していることから、その結果について整理した。 

間隙水中の塩分濃度の変化は、図 1-3-47に示すとおりであり、平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春

季、夏季の結果は、右岸（St.1～St.15（※平成 23年度以降は St.1～3,St.10～15））で 8 ～30、中州（St.16

～St.18）で 12～27、左岸（St.19～St.21）で 2～29の範囲を示し、いずれも過去の変動の幅に含まれてい

た。 

 

以上より、多摩川河口干潟の底生生物については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考え

られる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）塩分は底質間隙水中の塩分濃度の値を用いた。 

 

図 1-3-47  干潟底質の間隙水中塩分調査結果 
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図 1-3-48  底生生物の季節別出現状況（種類数） 
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図 1-3-49  底生生物の季節別出現状況（個体数） 
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4） 幼稚魚 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季に実施した監視調査における多摩川河口域 2地点の幼

稚魚調査結果は以下に示すとおりである。 

過去の調査結果を含む出現状況の経時変化を図 1-3-50及び図 1-3-51に示す。 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査の結果では種類数は 5～31種、個体数 35～

38,406個体/曳網(2回曳)の値を示し、過去の調査結果よりも多いか同程度の値を示した。 

主な出現種は、秋季はヤマトシジミ、シラタエビ、ウグイ、冬季はアミ科、春季はエドガワミズゴマツ

ボ、ヤマトシジミ、夏季はトウゴロウイワシ、カワザンショウガイ科であり、過去の調査結果で確認され

た種との大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確認種総リスト

と種別個体数」、「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

以上より、多摩川河口干潟の幼稚魚については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-50  干潟における幼稚魚の種類数の経時変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-51  干潟における幼稚魚の個体数の経時変化 

 
5） 魚介類 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季に実施した監視調査における多摩川河口域 2地点の魚

介類調査結果は以下に示すとおりである。 

過去の調査結果を含む出現状況の経時変化を図 1-3-52及び図 1-3-53に示す。 

平成 22年度秋季、冬季、平成 23年度春季、夏季の監視調査の結果では種類数は 3～15種、個体数 3～

438個体/投網(20投)の値を示し、春季調査の個体数、種類数が過去の同時期の調査結果と比べて多い値を

示した。 

主な出現種は、秋季はヤマトシジミ、シラタエビ、マハゼ、ウグイ、冬季はヤマトシジミ、ヒメハゼ、

春季はボラ、マハゼ、夏季はヤマトシジミ、タカノケフサイソガニであり、過去の調査結果で確認された

種との大きな変化はみられなかった。（過年度も含めた種のリストは、資料編「1-4-1  確認種総リストと

種別個体数」、「1-4-2   主な確認種の状況」参照） 

以上より、多摩川河口干潟の魚介類については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-52  干潟における魚介類の種類数の経時変化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-53  干潟における魚介類の個体数の経月変化 

 

注）主な出現種は St.A、Bの両地点の平均個体数に占める割合が 10％以上の種とした。 

注）主な出現種は St.A、Bの両地点の平均個体数に占める割合が 10％以上の種とした。 
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6） 鳥類 

平成 22年度秋季（10月）、冬季(1月)、平成 23年度春季(5月)、夏季(8月)に実施した監視調査におけ

る多摩川河口域の鳥類調査結果は以下に示すとおりである。 

過去の調査結果を含む出現状況の経時変化は表 1-3-31、及び図 1-3-55に示すとおりである。 

平成 22年度秋季、冬季及び平成 23年度春季、夏季の監視調査の結果では、定点調査の干潮時に種類数

15～17種、個体数152～503個体、半干出時に種類数15～18種、個体数235～812個体、満潮時に種類数9

～19 種、個体数 116～1,013 個体の鳥類を確認し、ライン調査では種類数 11～25 種、個体数 307～1,797

個体の鳥類を確認した。 

過去の調査結果と比較すると、種類数、個体数ともに、夏季及び秋季は過去の同時期の変動の範囲内で

推移しており、冬季は過去の同時期に比べて多い値を示していた。なお、冬季調査時においては、全地点

でスズガモが多数確認されており、スズガモは冬鳥であることから、渡り途中の個体が確認されたものと

考えられる。 

なお、秋季、冬季、春季、夏季の調査で確認された貴重種は、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ダイ

サギ、チュウサギ、コサギ、ヨシガモ、スズガモ、ホオジロガモ、ヒクイナ、オオバン、コチドリ、シロチ

ドリ、メダイチドリ、ムナグロ、キョウジョシギ、トウネン、ハマシギ、ミユビシギ、アオアシシギ、キ

アシシギ、イソシギ、タシギ、ソリハシシギ、ダイシャクシギ、チュウシャクシギ、コアジサシの 26種が

確認され、これらの貴重種については、過去の調査結果からの大きな変化はみられなかった。 

以上より、多摩川河口干潟の鳥類については、工事前と比較して冬季に渡り途中の個体が多くみられて

いるが、種構成に大きな変化は無く、全体として著しい変化はみられていないと考えられる。 

 

注）貴重種の選定基準については、以下を参照している。 

 ・「文化財保護法：文化財保護法」（法律第214号, 1950）及び「都道府県及び市町村の文化財保護条例」 

 ・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第75号, 1992） 

 ・「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて」（環境省, 2006） 

・「東京都の保護上重要な野生生物種 (本土部)～東京都レッドリスト～」（東京都環境局, 2010） 

・「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川県立生命の星・地球博物館, 2006） 

 

＜メモ＞確認された貴重種（多摩川河口干潟 鳥類） 

10月調査（10種）：ダイサギ、コサギ、ヨシガモ、スズガモ、オオバン、シロチドリ、ムナグロ、ハマシギ、イソシギ、

ダイシャクシギ 

1 月調査（11 種）：カイツブリ、カンムリカイツブリ、ダイサギ、コサギ、スズガモ、ホオジロガモ、 オオバン、シロ

チドリ、ハマシギ、イソシギ、タシギ 

5月調査（16種）：ダイサギ、コサギ、スズガモ、ヒクイナ、コチドリ、シロチドリ、メダイチドリ、キョウジョシギ、

トウネン、ハマシギ、アオアシシギ、キアシシギ、イソシギ、ソリハシシギ、チュウシャクシギ、コ

アジサシ 

8月調査（12種）：カイツブリ、ダイサギ、チュウサギ、コサギ、スズガモ、コチドリ、メダイチドリ、トウネン、ミユ

ビシギ、アオアシシギ、キアシシギ、イソシギ、ソリハシシギ 
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表 1-3-32(1)  干潟鳥類の確認種一覧（工事前、供用後） 

 

No. 種名 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮

1 カイツブリ 2 1 1 2 2 1

2 ハジロカイツブリ 2 1 1 4 5 1 2

3 ミミカイツブリ 1 3 3 5 14

4 カンムリカイツブリ 2 1 2 1 3 2 5 2 15 20 24 53

5 カワウ 14 23 7 21 9 4 5 2 37 50 10 54 65 3 111 27 257 8 263 44 15 14 64 70 17 48 98

6 ゴイサギ 1

7 アマサギ

8 ダイサギ 2 2 1 2 2 1 2 2 2 4 1 12 1 3 3 20 1 1 1 3 6 7 19

9 チュウサギ 1

10 コサギ 2 3 4 6 2 1 1 6 1 1 6 5 7 28 9 6 14 48 2 3 2 2 4 3 12 11 14 34 25

11 アオサギ 1 2 8 3 5 7 4 1 2 4 1 2 22 6 5 3 11 2 2 2 8 1 4 3 2 3 8 1 4

12 マガモ 4 3 2 1 2 4 9 21

13 アヒル 1 1 1

14 カルガモ 7 2 8 25 2 26 10 36 91 40 1 104 24 34 26 42 5 1 7 34 14 17 9 32 56 17 12 54

15 ヨシガモ 1

16 カルガモとマガモの雑種 1 1 1

17 コガモ 2 3 8

18 オカヨシガモ

19 ヒドリガモ 10 11 36 65 25 8 29 34 53

20 オナガガモ 52 8 87 130 34 4 44 10 45

21 ホシハジロ 1 2 1 19 9 9 6 7 7 3 7 7 5 1

22 キンクロハジロ 2 2 16 16 13 6 20 31 11 73 290 326 473

23 スズガモ 2 14 4 13 1 1 1 12 3 317 462 501 710 20 13 12 59 12 1 6 44

24 スズガモとキンクロハジロの雑種 1 1 1

25 ホオジロガモ 1 2

26 クイナ 2

27 ヒクイナ 2

28 バン

29 オオバン          1 12 7 16 4 2 2 7

30 コチドリ 12 1 1 5 2

31 イカルチドリ

32 シロチドリ 17 5 7 2 6 2 23 3 2 30 76 7 7 16

33 メダイチドリ 8 8 18 274 1 1 1

34 ムナグロ 1 1 2 3 14 1

35 ダイゼン

36 ケリ

37 キョウジョシギ 6 36 34

38 トウネン 21 23 59 4 100 1 1 2

39 ハマシギ 36 13 99 59 196 2 2 2 24 5 6 6

40 オバシギ

41 ミユビシギ 1

42 コアオアシシギ

43 アオアシシギ 3 9 2 1 1 2

44 キアシシギ 17 4 56 16 2 1 47 9 21 23 3 7 8

45 イソシギ 1 5 2 1 1 1 2 7 1 1 1

46 タシギ            2 2

47 ソリハシシギ 4 14 2 3 22 2 4 9 8 5

48 オオソリハシシギ 5

49 ダイシャクシギ 1 1

50 チュウシャクシギ 4 1 10 8 9 6 11

51 セイタカシギ

52 ユリカモメ 49 74 187 293 6 32 33 28 76 71 10 51 234 1 1

53 セグロカモメ 3 2 4 7 41 13 2 1 1 1 7 12 1 36 2 6 4 9 29 31 2 59

54 オオセグロカモメ 1 10 8 1 31 1 1 3 3 7 17 1 10

55 ワシカモメ 1

56 カモメ 1 608 5 1 2 2

57 ウミネコ 2 1 2 1 102 12 2 324 28 23 4 146 79 129 5 227

58 ハジロクロハラアジサシ 1

59 アジサシ 3 2

60 コアジサシ 46 10 31 135 31 93 26 84

種類数 16 14 9 19 15 13 17 15 16 13 2 17 11 10 6 16 17 18 14 16 16 15 19 25 15 16 13 15 15 16 9 11

（定点総種類数） - - - - - - - -

個体数合計 189 132 38 438 1,192 108 96 145 272 148 41 557 358 92 14 1,070 176 422 117 710 503 812 1,013 1,797 152 235 132 307 285 256 116 553

（定点個体数合計） - - - - - - - -

工事前 供用後

平成15年12月9日 平成16年2月26日 平成16年5月17日 平成16年8月16日 平成22年10月21日-22日 平成23年1月23日、25日 平成23年5月18日 平成23年8月30日

定点
ﾗｲﾝ

定点
ﾗｲﾝ

定点
ﾗｲﾝ

定点
ﾗｲﾝ ﾗｲﾝ

定点
ﾗｲﾝ

定点
ﾗｲﾝ

定点
ﾗｲﾝ

22 22 18 11

定点

22 21 20 20

359 1,559 1,018 1,534 519 657715 2,328
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表 1-3-31(2)  干潟鳥類の確認種一覧（工事前、供用後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 種名 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮 干潮 半干出 満潮

1 カイツブリ 2 4 1 1 1

2 ハジロカイツブリ 20 62 11 23 6 3 3 7 1 8 3 8

3 ミミカイツブリ

4 カンムリカイツブリ 7 11 8 20 7 9 5 19 1 1 2 5 5 3 1 1 1 6 6 8 21

5 カワウ 14 24 24 53 93 71 7 170 13 83 36 71 72 27 29 87 164 50 128 34 25 24 16 59 19 16 39 26 280 219 36 594 36 36 59 89 91 83 105 297 19 30 11 56 31 29 37 108

6 ゴイサギ 1

7 アマサギ 1

8 ダイサギ 2 1 1 3 1 1 4 10 3 3 3 29 3 1 1 6 8 2 2 4 4 4 2 1 1 6 6 1 2 1

9 チュウサギ 1 2

10 コサギ 1 1 1 6 3 4 6 2 1 10 10 10 4 25 6 11 8 9 1 1 1 3 2 4 3 5 2 16 29 10 5 16 43 4 3 6 1 2 10 10 9 16 29

11 アオサギ 17 17 9 45 8 15 8 29 1 2 2 4 8 7 2 27 4 6 3 11 9 10 3 17 1 2 1 2 1 6 14 7 14 3 15 8 5 2 7 1 0 2 3 7 9 2 7

12 マガモ 12 9 13 36 12 13 3 26 1 3 2 2 3 19 2 2 14 1 2 4 5

13 アヒル

14 カルガモ 2 7 10 14 10 2 6 16 17 16 14 38 16 12 30 106 5 7 2 15 3 5 11 9 12 5 17 28 24 10 54 29 41 26 35 13 8 25 7 6 4 24 58 24 8 55

15 ヨシガモ

16 カルガモとマガモの雑種 1

17 コガモ 10 10 8 2 2 2 8 12 6 21

18 オカヨシガモ 3 9 2

19 ヒドリガモ 69 85 99 233 3 12 17 24 18 7 18 13 20 2 2 12 12 7 43

20 オナガガモ 12 1 10 47 16 8 9 83 51 5 12 89 7 6 25 34 39

21 ホシハジロ 5 4 1 8 6 7 3 3 2 10 6 1 12 1 2 3 2 3 1 1 2

22 キンクロハジロ 1 2 4 40 2 4 8 44 4 18 9 1 1 1 5 31 11 5 2 1

23 スズガモ 86 67 137 403 42 28 48 248 1 4 10 1 3 3 3 9 210 241 156 599 1 1 9 1 2 2 3 318 285 499 3,346 20 13 5 28

24 スズガモとキンクロハジロの雑種

25 ホオジロガモ

26 クイナ 1

27 ヒクイナ

28 バン 1 1

29 オオバン          1 1 2 4 6 2 1 1 13

30 コチドリ 1 1 1 1 1 3 2 1 1 4 1

31 イカルチドリ 1

32 シロチドリ 2 49 8 59 6 4 6 8 23 3 12 12 6 3 3 39 2 3 1 1 14

33 メダイチドリ 3 2 11 20 8 14 58 4 8 3

34 ムナグロ

35 ダイゼン 1 1 2

36 ケリ 1

37 キョウジョシギ 3 2 2 2

38 トウネン 3 1 1 1 3 2 4 1 14 13 1 1 2

39 ハマシギ 2 11 16 1 29 3 2 9 1 40 14 31 4 14 27 6 7 15 2

40 オバシギ 1

41 ミユビシギ

42 コアオアシシギ 12 2

43 アオアシシギ 1 1 1 1 1 1 1 3 10

44 キアシシギ 25 13 1 51 1 4 1 14 9 3 19 38 2 5 8 21 6 15

45 イソシギ 1 1 3 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1 6 2 1 1 7 4 2 2 6 1 1 10 4 1

46 タシギ            2 5 3 3 2 2 1

47 ソリハシシギ 5 3 28 1 4 8 3 1 5 1 11

48 オオソリハシシギ

49 ダイシャクシギ 2 1 2 2 4

50 チュウシャクシギ 5 5 9 1 1 2 2 5

51 セイタカシギ 1 1

52 ユリカモメ 188 184 455 781 48 244 24 148 6 18 11 19 122 3 2 2 12 10 123 1 175 110 41 81 315 9 4 16

53 セグロカモメ 4 5 5 8 11 8 2 33 2 1 2 1 7 6 10 20 11 2 1 12 6 11 4 11 11 47 14 15 13 44 11 6 1 15 18 31 7 47

54 オオセグロカモメ 1 2 1 2 1 3 1 1 35 20 41 1 5 1 6 9 8 24 10 3 5 4 11 3

55 ワシカモメ

56 カモメ 4 1 2 19 1 1 2

57 ウミネコ 4 5 5 13 99 58 9 122 20 9 16 94 49 21 64 20 22 28 125 4 4 50 4 8 2 23 75 3 148

58 ハジロクロハラアジサシ

59 アジサシ 1

60 コアジサシ 117 134 32 415 2 1 84 53 15 123 2 1 19 20 19 32 145

種類数 16 17 16 22 22 17 22 21 18 18 10 22 11 11 10 17 13 12 12 17 15 18 16 20 19 14 11 18 11 9 6 11 11 13 9 19 19 16 15 25 20 16 8 23 11 13 8 15

（定点総種類数） - - - - - - - - - - - -

個体数合計 431 432 786 1,740 352 490 171 990 216 291 95 675 252 164 83 457 237 101 178 393 357 346 249 902 214 132 94 294 401 282 76 850 126 269 156 594 627 525 793 4,305 132 115 59 375 162 193 77 446

（定点個体数合計） - - - - - - - - - - - -551 1,945 306 432602 499 516 952 440 7591,649 1,013

21 12 24 22 22 2122 24 24 14 16 19

ﾗｲﾝﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点定点

ﾗｲﾝ
定点

ﾗｲﾝ
定点

平成21年10月14日-15日 平成22年1月18日-19日 平成22年5月14日 平成22年8月26日平成20年5月21日 平成20年7月31日 平成20年10月13日-14日 平成21年1月7日-8日 平成21年5月11日 平成21年7月21日

工事中 工事中（護岸概成）

平成19年11月16日 平成20年1月25日
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図 1-3-54  干潟鳥類(水鳥)の個体数、種類数の変化（上段；定点観測、下段；ライン観測） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-55  干潟鳥類(水鳥)の確認種の潮時別変化 

 

7） 哺乳類 

平成22年度秋季（10月）、冬季(1月)、平成23年度春季（5月）、夏季（8月）に実施した監視調査におけ

る多摩川河口域の哺乳類調査結果は以下に示すとおりである。 

調査結果は表 1-3-32 に示すとおりであり、冬季、春季及び夏季の監視調査の結果では、アズマモグラ、ヒ

ナコウモリ科の一種、コウモリ目の一種、タヌキの4種が確認された。 

以上より、多摩川河口干潟の哺乳類については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考えられ

る。 

 

表 1-3-33  干潟哺乳類調査結果の概要 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「Mogera wogura wogura」、「Mogera imaizumii」両種の記載について 

工事前調査時は「Mogera wogura wogura」をアズマモグラとしていたが、監視調査実施時点では、「Mogera imaizumii」をアズマモグラ、「Mogera wogura wogura」
をコウベモグラとするようになった。生息場の状況から、工事前調査時も監視調査時も同じアズマモグラと考えられるが、工事前調査において確認された種の

学名を「Mogera imaizumii」に変更したり、あるいは和名を「コウベモグラ」に変更するだけの情報が残っていないことから、両種名を併記している。 

秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

目 科 学名 和名
H15年
10月

H16年
2月

H16年
5月

H16年
8月

H19年
11月

H20年
1月

H20年
5月

H20年
7月

H20年
10月

H21年
1月

H21年
5月

H21年
7月

H21年
10月

H22年
1月

ﾓｸﾞﾗ ﾓｸﾞﾗ Mogera wogura wogura ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ○ ○ ○ ○

Mogera imaizumii ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｺｳﾓﾘ ﾋﾅｺｳﾓﾘ Pipstrellus abramus ｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ ○ ○ ○

ﾋﾅｺｳﾓﾘ Vespertilionidae ﾋﾅｺｳﾓﾘ科の一種

不明 CHIROPTERA　fam. gen. sp. ｺｳﾓﾘ目の一種 ○ ○ ○ ○

ﾈｽﾞﾐ ﾈｽﾞﾐ Rattus norvegicus ﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ ○

ﾈｺ ｲﾇ Nyctereutes procyonoides viverrinus ﾀﾇｷ

種類数 2 2 2 2 1 1 1 2 1 1 2 2 2 1

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季

目 科 学名 和名
H22年
5月

H22年
8月

H22年
10月

H23年
1月

H23年
5月

H23年
8月

ﾓｸﾞﾗ ﾓｸﾞﾗ Mogera wogura wogura ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ

Mogera imaizumii ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○

ｺｳﾓﾘ ﾋﾅｺｳﾓﾘ Pipstrellus abramus ｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ

ﾋﾅｺｳﾓﾘ Vespertilionidae ﾋﾅｺｳﾓﾘ科の一種 ○ ○

不明 CHIROPTERA　fam. gen. sp. ｺｳﾓﾘ目の一種 ○ ○ ○

ﾈｽﾞﾐ ﾈｽﾞﾐ Rattus norvegicus ﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ

ﾈｺ ｲﾇ Nyctereutes procyonoides viverrinus ﾀﾇｷ ○ ○

種類数 2 1 2 1 3 3

工事前 工事中

工事中 供用後
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8） 昆虫類 

平成22年度秋季（10月）、平成23年度春季（5月）、夏季（8月）に実施した監視調査における多摩川河口

域の昆虫類調査結果は表 1-3-33に示すとおりである。 

平成 22年度秋季、平成 23年度春季及び夏季の監視調査の結果では、出現種 179～198種、地点別には 36～

97 種が確認されており、秋季、春季、夏季調査ともに、工事前調査と比較して多く、工事中の平成 20 年度、

平成21年度、平成22年度と同程度の結果となっていた。 

また、秋季、春季及び夏季の調査で確認された貴重種は、バッタ目のヒロバネカンタン、ケラ、ニセハネナ

ガヒシバッタ、ハネナガイナゴ、ショウリョウバッタモドキ、コウチュウ目のキイロホソゴミムシ、エリザハ

ンミョウ、ウミベアカバハネカクシ、ヤマトヒメメダカカッコウムシ、ハマベミズギワゴミムシ、ルリキオビ

ジョウカイモドキ、ヤマトヒメテントウ、エリザハンミョウ、カメムシ目のヤブガラシグンバイの 13 種であ

った。 

以上より、多摩川河口干潟の昆虫類については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと考えられ

る。 

 

注）貴重種の選定基準については、以下を参照している。 

 ・「文化財保護法：文化財保護法」（法律第214号, 1950）及び「都道府県及び市町村の文化財保護条例」 

 ・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第75号, 1992） 

 ・「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて」（環境省, 2006） 

・「東京都の保護上重要な野生生物種 (本土部)～東京都レッドリスト～」（東京都環境局, 2010） 

・「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川県立生命の星・地球博物館, 2006） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-3-34  干潟昆虫類調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時期

( 17 64 ) ( 23 42 ) ( 16 46 ) ( 17 52 ) ( 36 81 ) ( 51 110 ) ( 39 142 )

トンボ目 1 3 2 2 3 5 1 1 1 1 1 3 1 3

カマキリ目 1 1 1 1 1 1 1 2 1 4

シロアリ目 1 1 1 1 1 1

トビムシ目 5 5 5 5 1 1 3 3

ハサミムシ目 2 4 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 3

バッタ目 7 15 2 2 4 6 4 5 3 3 10 22 10 25

カメムシ目 11 21 9 19 10 14 6 16 11 27 19 50 16 43

アミメカゲロウ目 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1 2

シリアゲムシ目

チョウ目 8 18 9 19 10 25 5 9 11 19 10 27 10 22

ハエ目 12 32 2 3 2 2 15 22 19 31 22 33 15 46

コウチュウ目 9 33 12 43 8 20 6 18 18 60 17 76 17 75

ハチ目 8 17 7 19 7 20 4 11 9 26 11 38 12 35

アザミウマ目

調査時期

( 31 63 ) ( 29 70 ) ( 79 106 ) ( 19 67 ) ( 23 86 ) ( 41 97 ) ( 38 80 ) ( 36 93 )

トンボ目 3 5 3 5 1 3 2 3 2 3 1 2 2 2 3 5

カマキリ目 1 1 1 3 1 1 1 3

シロアリ目 1 1

トビムシ目 1 1 4 4 2 2 3 3

ハサミムシ目 1 3 1 2 1 3 1 2 1 2 1 2 2 3 1 1

バッタ目 3 3 6 12 8 18 8 14 7 17 3 4 8 18

カメムシ目 14 29 14 30 21 61 12 23 15 37 13 30 14 35 15 47

アミメカゲロウ目 1 1 1 4 2 4 1 2 1 4

シリアゲムシ目 1 1

チョウ目 14 18 13 21 9 19 9 20 9 18 11 27 7 10 9 17

ハエ目 15 29 16 20 25 46 15 34 8 11 18 43 19 40 11 13

コウチュウ目 16 53 16 40 18 75 12 34 12 35 9 20 21 71 18 55

ハチ目 8 23 12 29 14 37 9 26 12 35 12 27 16 30 16 33

アザミウマ目 1 1 1 1

工事中

工事中

科数 種数 科数科数

～

科数 種数

(  地点別の範囲  )

目
別
の
確
認
種
類
数

種数

～ ～

項目

総出現種類数

平成23年5月

198

平成21年5月 平成22年10月

179270

科数 種数

144

種数

平成22年8月

種数

～

平成21年8月

科数 種数

161165

～

平成22年5月平成21年10月

平成19年11月

89

～

平成20年10月

262

～～

256176

工事前

94

平成16年8月
項目

種数 科数 種数

～

総出現種類数

平成16年5月平成15年10月

112145

種数種数 科数

～

目
別
の
確
認
種
類
数

科数

～

科数

～(  地点別の範囲  )

～

科数 種数

～

平成20年7月

科数種数科数

平成20年5月

197

～

科数 種数

平成23年5月

供用後

科数 種数

156
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9） 両生類・爬虫類 

平成22年度秋季、平成23年度春季(5月)、夏季（8月）に実施した監視調査における多摩川河口域の両生類・

爬虫類調査結果は表 1-3-34に示すとおりである。 

両生類はウシガエル、爬虫類はヤモリ、カナヘビ、アオダイショウが確認され、過去の調査結果と同程度の

結果となっていた。 

また、秋季、春季及び夏季の調査で確認された貴重種は、爬虫類のアオダイショウの1種であった。 

以上より、多摩川河口干潟の両生類・爬虫類については、工事前と比較して著しい変化はみられていないと

考えられる。 

 

注）貴重種の選定基準については、以下を参照している。 

 ・「文化財保護法：文化財保護法」（法律第214号, 1950）及び「都道府県及び市町村の文化財保護条例」 

 ・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第75号, 1992） 

 ・「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて」（環境省, 2006） 

・「東京都の保護上重要な野生生物種 (本土部)～東京都レッドリスト～」（東京都環境局, 2010） 

・「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川県立生命の星・地球博物館, 2006） 

 

 

表 1-3-35  干潟両生類・爬虫類調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜両生類＞
工事前

秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季

No. 目 科 学名 和名
H15年
10月

H16年
5月

H16年
8月

H19年
11月

H20年
5月

H20年
7月

H20年
10月

H21年
5月

H21年
7月

H21年
10月

H22年
5月

H22年
8月

H22年
10月

H23年
5月

H23年
8月

1 ｶｴﾙ ｱｶｶﾞｴﾙ Rana catesbeiana ｳｼｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○

2 ﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo japonicus formosus ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ ○

3 ｱﾏｶﾞｴﾙ Hyla japonica ｱﾏｶﾞｴﾙ ○

種類数 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1

＜爬虫類＞
工事前

秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季

No. 目 科 学名 和名
H15年
10月

H16年
5月

H16年
8月

H19年
11月

H20年
5月

H20年
7月

H20年
10月

H21年
5月

H21年
7月

H21年
10月

H22年
5月

H22年
8月

H22年
10月

H23年
5月

H23年
8月

1 ｶﾒ ｲｼｶﾞﾒ Trachemys scripta elegans ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ ○

2 ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ Eumeces latiscutatus ﾄｶｹﾞ ○ ○ ○ ○

3 ﾔﾓﾘ Gekko japonicus ﾔﾓﾘ ○ ○

4 ｶﾅﾍﾋﾞ Takydromus tachydromoides ｶﾅﾍﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾍﾋﾞ ﾅﾐﾍﾋﾞ Elaphe climacophora ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ ○ ○

種類数 1 2 0 0 2 2 1 3 0 2 1 0 1 2 1

工事中

工事中 供用後

供用後
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1-4  環境影響の評価案 

本環境監視の対象項目の環境管理目標（監視基準）は表 1-4-1に示すとおりであり、存在・供用時の環境監

視結果について監視基準や環境影響予測との比較を行った。 

なお、比較においては、環境影響評価時の現況調査結果、工事中、存在・供用時の環境監視調査結果から経

年的な値の変動幅の変化傾向を把握するとともに、流況については、環境影響評価時の影響予測結果との比

較を行った。 

 

 

表 1-4-1  環境監視項目及び環境管理目標（監視基準） 

監視項目 環境管理目標 

流況 ・環境影響評価時の予測結果と比較して著しい変化がみられ

ないこと 

・環境影響評価時の現況調査結果と比較して著しい変化がみ

られないこと 

水質 COD、T-N、T-P ・水質環境基準の達成と維持に支障を及ぼさないこと 

・環境影響評価時の予測結果と比較して著しい変化がみられ

ないこと 

・環境影響評価時の現況調査結果と比較して著しい変化がみ

られないこと 

pH、DO、n-ﾍｷｻﾝ抽出物質、

全亜鉛、健康項目等 

・環境影響評価時の現況調査結果と比較して著しい変化がみ

られないこと 

・健康項目、全亜鉛については、水質環境基準の達成と維持

に支障を及ぼさないこと 

底質 ・環境影響評価時の現況調査結果と比較して著しい変化がみ

られないこと 
動植物、暗環境、生態系 

資料：「東京国際空港再拡張事業に係る環境監視計画 存在・供用時」より作成 

 

 

環境監視項目のうち、流況については新滑走路の埋立部の存在による物理的な影響による変化が想定されて

おり、それに伴い水質、底質、動植物、生態系についても変化がみられる可能性が想定されることから、環

境影響評価時の予測結果と存在・供用時の環境監視調査結果の比較を行った。 

また、水質については、環境監視の調査海域においては、ＣＯＤ，Ｔ－Ｎ，Ｔ－Ｐに関する環境基準の類型

指定がなさていることから、環境監視地点における水質調査結果の環境基準値との比較を行った。 

その他の項目（底質、動植物、生態系）については、工事前の現況把握調査結果、工事中、存在・供用時の

環境監視結果から、環境影響評価時の現況調査結果と比較して著しい変化がみられないことを確認した。 

それぞれの比較結果、確認結果は表 1-4-2に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

表 1-4-2(1) 環境管理目標（監視基準）との比較結果 

監視項目 環境管理目標 比較結果 
監視結果 

（参照先） 

流況 ・環境影響評価時の予測結

果と比較して著しい変化

がみられないこと 

流向については、夏季、冬季ともに下げ潮時、上

げ潮時、平均流とも概ね予測結果と同様の傾向であ

り、流速については、St.D の上げ潮時及び平均流

において予測結果よりもやや大きい結果であった

が、周辺に影響を及ぼすような変化ではなかったこ

とから、著しい変化はみられていない。 

図 1-4-1、 

図 1-4-2 

・環境影響評価時の現況調

査結果と比較して著しい

変化がみられないこと 

工事前調査と供用後調査の状況について比較し

た結果、夏季、冬季ともに主に St.Y（旧観測櫓）

において、流況の変化がみられたが、周辺に影響を

及ぼすような変化ではなかったことから、著しい変

化はみられていない。 

図 1-3-1、 

図 1-3-2 

水質 COD、T-N、

T-P 

・水質環境基準の達成と維

持に支障を及ぼさないこ

と 

当該水域では環境影響評価時においてほとんど

の地点、項目において、環境基準値を上回っていた。

供用後の監視結果においても同様の結果となった

が、環境影響評価時と供用時を比較すると、ほぼ横

ばいか低下する傾向がみられている。したがって、

新滑走路の存在は水質環境基準の達成と維持に支

障を及ぼしていない。 

図 1-4-3 

～図 1-4-5 

表 1-4-3、 

表 1-4-4 

・環境影響評価時の予測結

果と比較して著しい変化

がみられないこと 

環境影響評価時の予測結果と供用後を比較する

と、東京湾.8 の COD が供用後に高かったことを除

くと、予測結果と供用後の値は同程度であった。東

京湾.8 は、新滑走路から比較的離れており、東京

湾.8 より近い地点ではいずれも予測結果と供用後

の値は同程度であった。 

以上から、著しい変化はみられていない。 

表 1-4-3、 

表 1-4-4 

・環境影響評価時の現況調

査結果と比較して著しい

変化がみられないこと 

全ての項目、水域において、環境影響評価時の現

況調査結果の変動の範囲内で推移していた。 

また、環境影響評価において流況が変化する（循

環流）と予測していた範囲周辺の地点（St.22）に

ついて、環境影響評価時の現況調査結果と供用後の

監視結果を比較すると、流況の変化に伴う水質変化

はみられず、著しい変化はみられていない。 

図 1-3-6 

～図 1-3-8 

図 1-4-3 

～図 1-4-5 

pH、DO、

n-ﾍｷｻﾝ抽

出物質、

全亜鉛、

健康項目

等 

・環境影響評価時の現況調

査結果と比較して著しい

変化がみられないこと 

全ての項目、水域において、環境影響評価時の現

況調査結果の変動の範囲内で推移していた。 

赤潮の発生状況（発生回数）及び貧酸素水塊発生

状況について他機関調査結果を確認したところ、工

事前と比較して著しい変化はみられていない。 

図 1-3-4、 

図 1-3-5 

資料編 

図4-1-1 

～図4-2-2 

・健康項目、全亜鉛につい

ては、水質環境基準の達成

と維持に支障を及ぼさな

いこと 

全ての項目、水域、地点において、水質環境基準

を達成しており、水質環境基準の達成と維持に支障

を及ぼしていない。 

表 1-3-10、 

表 1-3-12 

出典）環境管理目標は「東京国際空港再拡張事業に係る環境監視計画 存在・供用時」より引用 
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表 1-4-2(2) 環境管理目標（監視基準）との比較結果 

監視項目 環境管理目標 比較結果 
監視結果 

（参照先） 

底質 ・環境影響評価時の現況調

査結果と比較して著しい

変化がみられないこと 

環境影響評価時の現況調査結果と比較すると、

項目（シルト・粘土分、ＣＯＤ、Ｔ－Ｐ）によっ

ては変化がみられるが、各水域の値の変動幅でみ

ると、ほとんどの項目、水域において当時の調査

結果の変動の範囲内で推移していた。 

また、環境影響評価において流況が変化する（循

環流）と予測していた範囲周辺の地点（St.16、

St.22）について、環境影響評価時の現況調査結果

と供用後の監視結果を比較すると、流況の変化に

伴う底質変化はみられていない。 

以上から、著しい変化はみられていない。 

図 1-3-17 

～図 1-3-21 

 

図 1-4-6 

動植物 ・環境影響評価時の現況調

査結果と比較して著しい

変化がみられないこと 

環境影響評価時の現況調査結果と比較して、付

着植物を除く全ての項目において、種類数、個体

数（細胞数）ともに当時の変動幅の範囲内で推移

しており、著しい変化はみられていない。 

図 1-3-23 

～図 1-3-35 

 

表 1-3-29 

生態系（多摩川河口

干潟） 

・環境影響評価時の現況調

査結果と比較して著しい

変化がみられないこと 

水質については全ての項目、地点で環境影響評

価時の現況調査結果と比較して著しい変化はみら

れなかった。 

底質については、夏季において右岸の

St.1,St.10で有機物含有量が高くなる傾向がみら

れたが、河川出水による泥の堆積による局所的な

変化であったと考えられる。その他の地点では、

環境影響評価時の現況調査結果と比較して著しい

変化はみられなかった。 

水生動植物、陸生動植物については、種類数、

個体数（細胞数）、出現種ともに環境影響評価時の

現況調査結果と比較して著しい変化はみられなか

った。 

以上から、多摩川河口干潟の生態系については、

著しい変化はみられていない。 

図 1-3-36 

～図 1-3-55 

 

表 1-3-31 

～表 1-3-34 

出典）環境管理目標は「東京国際空港再拡張事業に係る環境監視計画 存在・供用時」より引用 
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図 1-4-1(1)  流況に関する予測結果と監視結果との比較（平成 23年度夏季） 

羽田空港

多摩川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

観測櫓

St.D’

St.3

注）St.D'は平成19年度冬季、平成21年度夏季以降実施

[下げ潮時] 

[上げ潮時] 
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羽田空港

多摩川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

観測櫓

St.D’

St.3

注）St.D'は平成19年度冬季、平成21年度夏季以降実施

図 1-4-1(2)  流況に関する予測結果と監視結果との比較（平成 23年度夏季） 

[平均流] 
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図 1-4-2(1)  流況に関する予測結果と監視結果との比較（平成 22年度冬季） 

羽田空港

多摩川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

観測櫓

St.D’

St.3

注）St.D'は平成19年度冬季、平成21年度夏季以降実施

[下げ潮時] 

[上げ潮時] 
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羽田空港

多摩川

風の塔

St.1'

St.4

St.D

観測櫓

St.D’

St.3

注）St.D'は平成19年度冬季、平成21年度夏季以降実施

図 1-4-2(2)  流況に関する予測結果と監視結果との比較（平成 22年度冬季） 

[平均流] 



 102 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

2

4

6

8

10

12
20

04
年

2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

20
11

年
平
均

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.8

工事前 工事中 供用後

護岸概成

0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

20
11

年
平
均

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.2

工事前 工事中 供用後

護岸概成

環境基準 3以下

0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8 月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

20
11

年
平
均

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.10

工事前 工事中 供用後

護岸概成

環境基準 3以下

0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.5

工事前 工事中 供用後

護岸概成

環境基準 3以下

0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

20
11

年
平
均

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.12

工事前 工事中 供用後

護岸概成

環境基準 3以下

0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

20
11

年
平
均

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.19

工事前 工事中 供用後

護岸概成

環境基準 3以下

0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

20
11

年
平
均

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.15

工事前 工事中 供用後

護岸概成

環境基準 3以下
0

2

4

6

8

10

12

20
04

年
2月 5月 8月 11
月

20
04

年
平
均

20
05

年
2月 5月 8月 11
月

20
05

年
平
均

20
06

年
2月 5月 8月 11
月

20
06

年
平
均

20
07

年
2月 5月 8月 11
月

20
07

年
平
均

20
08

年
2月 5月 8月 11
月

20
08

年
平
均

20
09

年
2月 5月 8月 11
月

20
09

年
平
均

20
10

年
2月 5月 8月 11
月

20
10

年
平
均

20
11

年
2月 5月 8月 11
月

C
O

D
（
m

g/
L
）

St.21

工事前 工事中 供用後
護岸概成

環境基準 3以下

環境基準 3以下

東京都

川崎市

浦安市

羽田空港
多摩川

隅田川

荒川 中川 旧江戸川

0 1 2 3 4 5
km

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ
（海ほたる）

風の塔

三枚洲

葛西沖人工渚

森ヶ崎の鼻

凡例 ：水質調査（環境監視調査）

St.②

St.④

St.2

St.①

St.5

St.8

St.10

St.12

St.18

St.25

St.22

St.21

St.19

St.③

St.15

St.Ⅰ

St.Y’

類型A

類型B

類型C

図 1-4-3(1)  監視調査結果（上層ＣＯＤ）の環境基準との比較 
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図 1-4-4(1)  監視調査結果（上層Ｔ－Ｎ）の環境基準との比較 
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表 1-4-3 公共用水域水質調査結果と予測結果との比較（COD_75%値） 

統一地点 

番号 
地点名 類型 

環境影響評価時（予測結果） 存在・供用後（測定結果） 

平成14年度 

75％値 

達成 

状況 

新設滑走路 

あり 

達成 

状況 

平成22年度 

75％値 

達成 

状況 

1360101 St.05 Ｃ 3.9 ○ 3.9 ○ 3.0 ○ 

1360102 St.06 Ｃ 4.4 ○ 4.4 ○ 3.4 ○ 

1360201 St.08 Ｂ 4.1 × 4.1 × 4.4 × 

1360103 St.11 Ｃ 3.8 ○ 3.8 ○ 3.3 ○ 

1360301 St.22 Ｂ 4.0 × 4.0 × 3.2 × 

1360104 St.23 Ｃ 4.8 ○ 4.8 ○ 4.6 ○ 

1360302 St.25 Ｂ 3.9 × 3.9 × 3.6 × 

1360401 St.35 Ｂ 3.4 × 3.4 × 3.1 × 

1460401 浮島沖 Ｂ 3.4 × 3.4 × 2.5 ○ 

1460601 東扇島沖 Ｂ 3.1 × 3.1 × 2.7 ○ 

1460151 川崎航路 Ｃ 3.5 ○ 3.5 ○ － － 

1460101 京浜運河千鳥町 Ｃ 3.5 ○ 3.4 ○ 3.0 ○ 

1460102 東扇島防波堤西 Ｃ 3.2 ○ 3.2 ○ 2.6 ○ 

1460103 京浜運河扇町 Ｃ 3.6 ○ 3.6 ○ 3.3 ○ 

1460602 扇島沖 Ｂ 3.2 × 3.2 × 2.6 ○ 

1461001 中の瀬北 Ａ 3.4 × 3.4 × 3.7 × 

1260701 東京湾 １ Ｂ 4.6 × 4.6 × 5.1 × 

1260802 東京湾 ８ Ｂ 3.0 ○ 3.0 ○ 4.9 × 

1261001 東京湾 １３ Ａ 2.8 × 2.8 × 3.6 × 

1261002 東京湾 １４ Ａ 2.6 × 2.6 × 3.1 × 

出典）1.「東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価書 第二分冊」（平成18年6月） 

2.東京都；平成22年度 公共用水域水質測定結果データ集（東京都環境局ホームページ） 

 神奈川県；「平成22年度神奈川県公共用水域及び地下水の水質測定結果」（平成23年10月） 

 千葉県；公共用水域水質測定結果データベース（千葉県ホームページ） 

 

表 1-4-4 公共用水域水質調査結果と予測結果との比較（T-N、T-P平均値） 

＜T-N＞ 

類型及び水域 
環境影響評価時（予測結果） 存在・供用時（測定結果） 

平成14年度 水域平均 新設滑走路あり 平成21年度 水域平均 

類型 水 域 地点数 年平均値 基準 
暫定 

目標 
年平均値 基準 

暫定 

目標 
年平均値 基準 

暫定 

目標 

Ⅱ 東京湾(ホ) 8 0.48 × × 0.48 × × 0.22  ○ ○ 

Ⅲ 東京湾(ニ) 14 0.82 × ○ 0.82 × ○ 0.65  × ○ 

Ⅳ 

東京湾(イ) 1 1.2 × － 1.2 × － 0.56  ○ － 

東京湾(ハ) 1 0.62 ○ － 0.62 ○ － 0.65  ○ － 

東京湾(ロ) 27 1.32 × × 1.33 × × 1.33  × × 

千葉港 6 1.27 × － 1.27 × － 0.81  ○ － 

＜T-P＞ 

類型及び水域 
環境影響評価時（予測結果） 存在・供用時（測定結果） 

平成14年度 水域平均 新設滑走路あり 平成21年度 水域平均 

類型 水 域 地点数 年平均値 基準 
暫定 

目標 
年平均値 基準 

暫定 

目標 
年平均値 基準 

暫定 

目標 

Ⅱ 東京湾(ホ) 8 0.036 × ○ 0.036 × ○ 0.021  ○ ○ 

Ⅲ 東京湾(ニ) 14 0.066 × × 0.066 × × 0.056  × ○ 

Ⅳ 

東京湾(イ) 1 0.130 × － 0.129 × － 0.048  ○ － 

東京湾(ハ) 1 0.048 ○ － 0.048 ○ － 0.050  ○ － 

東京湾(ロ) 27 0.099 × － 0.100 × － 0.110  × × 

千葉港 6 0.104 × － 0.104 × － 0.078  ○ － 

出典）1.「東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価書 第二分冊」（平成18年6月） 

2.東京都；平成22年度 公共用水域水質測定結果データ集（東京都環境局ホームページ） 

 神奈川県；「平成22年度神奈川県公共用水域及び地下水の水質測定結果」（平成23年10月） 

 千葉県；公共用水域水質測定結果データベース（千葉県ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価書 第二分冊」（平成18年6月） 

図 1-4-6  事業実施区域周囲海域の公共用水域水質調査地点 
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図 1-4-7(1)  監視調査結果（底質：シルト・粘土分）の過去データとの比較 
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図 1-4-6(2)  監視調査結果（底質：ＣＯＤ）の過去データとの比較 
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図 1-4-6(3)  監視調査結果（底質：Ｔ－Ｎ）の過去データとの比較 
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図 1-4-6(4)  監視調査結果（底質：Ｔ－Ｐ）の過去データとの比較 
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図 1-4-6(5)  監視調査結果（底質：硫化物）の過去データとの比較 
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図 1-4-6(6)  監視調査結果（底質：強熱減量）の過去データとの比較 
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